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一
、
は
じ
め
に

　

三
木
露
風
は
、
北
海
道
の
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
を
辞
任
し
た
後
、
カ
ト
リ
ッ

ク
の
宣
布
者
で
あ
る
か
の
よ
う
に
各
地
へ
出
か
け
、
講
演
活
動
を
活
発
に
行
っ

た
。
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
五
月
か
ら
六
月
に
か
け
て
、
東
北
巡
講
の
旅

に
出
か
け
岩
手
県
、
青
森
県
、
秋
田
県
、
山
形
県
を
巡
り
、
多
く
の
講
演
を
し

て
い
る
。
ま
た
、
各
地
で
作
品
も
作
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
こ
の
巡
講
に
お
け
る
作
品
に
つ
い
て
は
、
作
品
集
や
『
三
木
露
風

全
集
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な

か
っ
た
。
ま
た
、
東
北
巡
講
の
旅
に
関
す
る
研
究
も
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）

年
に
家
森
長
治
郎
に
よ
る
、
新
発
見
の
長
詩
篇
「
天
父
と
閑
古
鳥
」
に
つ
い
て

の
論
考
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
初
め
て
東
北
巡
講
の
旅
の
大
ま
か
な

行
程
が
示
め
さ
れ
、
紀
行
文
が
『
山
崎
新
聞
』（
当
時
、
兵
庫
県
宍
粟
郡
山
崎

町
）
に
連
載
さ
れ
、カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
『
小
羊
』（
四
国
高
松
市
）
に
「
巡
講
記
」

が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
さ
れ
た注
１
。

と
こ
ろ
が
、こ
の
『
山
崎
新
聞
』
は
公
的
機
関
な
ど
に
保
存
さ
れ
て
い
な
か
っ

た
こ
と
か
ら
、
容
易
に
目
に
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
っ
た
。
こ
の
度
、
縁
あ
っ

て
『
山
崎
新
聞
』
の
原
本
を
閲
覧
す
る
機
会
を
得
て
、
東
北
巡
講
の
旅
に
お
け

る
紀
行
文
の
全
容
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

本
稿
は
、
露
風
が
東
北
巡
講
の
紀
行
文
を
寄
稿
し
た
『
山
崎
新
聞
』
に
お
け

る
「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
一
）
～
（
三
十
一
）」（
昭
和
三
年
二
月
十
六
日

～
八
月
二
十
一
日
）
と
、
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌
『
小
羊
』
の
「
東
北
巡
講
記
（
一
）

～
（
三
）」（
昭
和
三
年
七
月
・
八
月
・
九
月
）・「
秋
田
山
形
新
潟
巡
講
記
（
一
）

～
（
三
）」（
昭
和
三
年
十
一
月
・
十
二
月
・
同
四
年
一
月
）
と
に
掲
載
さ
れ
た
詩
、

短
歌
、
俳
句
な
ど
の
作
品
に
つ
い
て
考
察
し
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
作
品
は
、
今
ま
で
ほ
と
ん
ど
見
い
出
さ
れ
な
い
ま
ま
で
、
珍
し
い

も
の
で
あ
る
。

二
、
岩
手
県
盛
岡
市
に
お
け
る
作
品

　

露
風
が
盛
岡
を
訪
れ
た
の
は
、
こ
の
時
が
初
め
て
で
あ
っ
た
。
盛
岡
駅
に
到

着
し
た
の
は
、
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
年
）
五
月
二
十
三
日
朝
八
時
過
ぎ
で

あ
る
。
滞
在
は
、
二
十
五
日
十
二
時
に
青
森
県
三
本
木
に
出
立
と
い
う
短
い
も

の
で
あ
っ
た
。

そ
の
二
日
間
は
、
講
演
や
歓
迎
会
で
多
忙
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
到
着
し
た

朝
九
時
か
ら
宿
泊
先
で
も
あ
る
四
ツ
家
天
主
公
教
会
で
ミ
サ
に
出
席
、
そ
の
後

信
徒
た
ち
に
東
京
の
教
会
の
教
勢
な
ど
の
話
を
し
、
午
後
は
東
北
高
等
女
学
校

三
木
露
風
東
北
巡
講
に
お
け
る
作
品
の
諸
相

近
藤
健
史
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の
講
堂
で
講
演
、
夜
六
時
半
か
ら
は
内
丸
の
西
洋
料
理
店
「
日
盛
軒
」
に
お
け

る
歓
迎
会
に
出
席
と
い
う
日
程
で
あ
っ
た
。
翌
日
二
十
四
日
は
、
午
前
十
時
よ

り
県
立
盛
岡
中
学
校
で
講
演
、午
後
二
時
よ
り
県
立
女
子
師
範
学
校
に
て
講
演
、

午
後
七
時
か
ら
は
教
会
に
お
け
る
神
父
主
催
の
慰
労
会
に
出
席
、
十
二
時
解
散

と
い
う
忙
し
さ
で
あ
っ
た
。

そ
の
よ
う
な
状
況
で
も
露
風
は
、
行
っ
た
先
々
で
即
興
の
作
品
を
作
っ
て
揮

毫
し
て
い
る
。
例
え
ば
、教
会
に
お
い
て
は
「
各
々
揮
毫
を
求
め
ら
れ
た
の
で
、

私
は
短
冊
や
式
紙
や
或
い
は
画
帳
な
ど
に
詩
歌
を
書
い
た
。
主
と
し
て
其
の
作

品
は
即
興
で
其
の
場
で
作
っ
た
も
の
で
あ
っ
た
」、「
其
の
時
新
聞
記
者
は
各
々

の
為
に
私
が
書
い
た
短
冊
式
紙
濤
を
集
め
て
其
の
歌
を
新
聞
に
載
せ
る
為
に
、

皆
か
ら
借
り
て
持
ち
帰
っ
た
」
と
記
し
て
い
る注
２
。
ま
た
、
盛
岡
中
学
校
で
の
講

演
終
了
後
の
場
合
は
、「
教
職
員
の
希
望
の
色
紙
や
短
冊
に
、
新
作
の
短
歌
を

書
い
た
。
外
に
は
、
八
重
桜
が
満
開
で
あ
る
の
が
窓
か
ら
見
え
、
そ
の
下
の
芝

生
の
青
い
色
も
美
し
か
っ
た
。
遠
く
に
閑
古
鳥
が
鳴
く
の
を
私
は
聞
い
て
懐
か

し
く
思
っ
た
。
其
時
、
私
は
盛
岡
の
歌
を
、
即
席
で
作
り
、
書
い
た
が
、
そ
れ

を
書
き
ぱ
な
し
に
し
て
贈
っ
て
き
た
の
で
、茲
に
収
め
る
事
が
出
来
な
か
っ
た
」

と
記
し
て
い
る注
３
。
露
風
か
ら
作
品
を
贈
ら
れ
た
人
々
は
、
盛
岡
公
教
会
の
所
報

に
「
中
学
校
で
も
女
子
師
範
で
も
先
生
方
は
詩
や
発
句
な
ど
を
書
い
て
い
た
ゞ

き
皆
さ
ん
よ
ろ
こ
ん
で
居
る
そ
う
で
す
」
と
伝
え
ら
れ
て
い
る注
４
。

宿
泊
先
で
あ
る
教
会
に
も
、
多
く
の
来
訪
客
が
あ
り
、
色
紙
短
冊
等
に
歌
を

書
い
て
い
る
。
そ
の
来
訪
客
の
一
人
に
、
露
風
に
自
作
の
歌
集
を
贈
る
た
め
に

訪
ね
て
き
た
小
田
島
孤
舟
が
い
た
。
盛
岡
の
歌
人
で
あ
る
孤
舟
は
、
そ
の
時
の

こ
と
を
、
次
の
よ
う
に
歌
に
し
て
い
る注
５
。

　
　

四
谷
の
天
主
教
会
に
三
木
露
風
氏
を
訪
ふ

い
の
り
に
と
神
父
は
立
て
り
こ
れ
や
こ
の
天
主
教
会
は
夕
な
る
ら
し

つ
ゝ
ま
し
き
夕
な
り
け
り
こ
れ
や
こ
の
サ
ン
タ
マ
リ
ヤ
の
前
に
語
れ
ば

露
風
は
、
こ
の
五
ヶ
月
後
に
、
盛
岡
天
主
教
会
の
ド
シ
エ
霊
父
に
「
盛
岡
教

会
主
任
司
祭
ド
シ
エ
師
の
聖
職
二
十
五
年
記
念
に
寄
せ
た
祝
歌
」
と
題
す
る
詩

を
贈
っ
て
い
る注
６

。

各
滞
在
先
で
揮
毫
し
た
作
品
は
、
残
念
な
が
ら
、
い
ま
だ
確
認
で
き
て
い
な

い
。
そ
こ
で
、
東
北
巡
講
に
お
け
る
作
品
の
諸
相
の
解
明
に
は
、
露
風
が
寄
稿

し
た
『
山
崎
新
聞
』
の
紀
行
文
や
『
小
羊
』
の
巡
講
記
が
大
き
な
手
掛
か
り
に

な
る
。

次
の
詩
は
、
県
立
盛
岡
中
学
校
に
お
け
る
講
演
を
終
え
た
あ
と
、
教
会
に
戻

り
庭
園
を
逍
遥
し
た
時
に
口
ず
さ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
そ
の
作
詩
事
情
に
つ
い

て
は
、「
時
は
、
初
夏
に
も
近
い
頃
な
の
で
、
私
の
心
に
は
大
正
六
年
に
東
北

を
旅
行
し
た
以
前
の
事
が
思
ひ
出
さ
れ
た
。
さ
う
し
て
其
の
時
作
っ
た
詩
を
口

ず
さ
ん
で
見
た
」
と
あ
り注
７
、
ま
た
「
こ
の
詩
は
、
そ
れ
よ
り
以
前
に
、
私
が
奥

州
へ
旅
行
し
た
時
作
つ
た
も
の
で
、
詩
作
当
時
か
ら
八
年
を
経
て
ゐ
る
の
で
あ

る
が
、
盛
岡
の
景
趣
に
も
稍
似
通
う
て
ゐ
る
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
私
は
、
こ

れ
を
独
誦
し
た
の
で
あ
る
」
と
あ
る注
８
。
つ
ま
り
、
盛
岡
に
お
け
る
作
詩
で
は
な

い
が
、
過
去
の
詩
を
回
想
し
た
の
で
あ
る
。
八
年
ほ
ど
前
の
暮
春
の
頃
、
藤
原

三
代
が
栄
華
を
極
め
た
平
泉
中
尊
寺
を
観
た
い
と
思
い
訪
れ
た
時
、芭
蕉
の「
夏

草
や
」
の
句
碑
や
毛
越
寺
な
ど
を
巡
り
、
他
に
詩
「
平
泉
に
て
」
や
短
歌
八
首

を
残
し
て
い
る注
９
。

　
　
　
「
羈
旅
」

　

さ
く
ら
散
る
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六
月
の
陸
奥
に

　

吹
か
れ
て
歩
む

　

人
と
馬
。

　

旅
に
出
で

　

南
と
北
に

　

め
ぐ
り
会
ふ

　

三
度
び
の
春
よ
。

　

都
に
は

　
　

夏
ご
ろ
も

　

早
、
匂
へ
る
も
の
を

　

あ
な
寂
し
、
我
れ
は
行
く
、
身
に
染
み
て
。

　

桟
道
の
日
照
り
雨

　

霽
る
ゝ
と
見
れ
ば

　

し
ら
〴
〵
と
見
え
き
た
る

　

衣
川
。　
　
　
　
　
　

（『
青
き
樹
か
げ
』
新
潮
社
、
大
正
十
一
年
七
月
。「
北
日
本
の
旅

と
自
然
と
（
八
）」・「
東
北
巡
講
記
（
一
）」
掲
載
）

盛
岡
に
お
け
る
心
境
に
つ
い
て
露
風
は
、「
教
会
に
ゐ
て
も
外
を
歩
い
て
も

静
閑
で
、
且
つ
嘉
悦
を
感
ぜ
し
め
た
」
述
べ
て
い
る注1
注

。
そ
れ
に
は
、
好
晴
な
天

候
、
晩
春
の
季
節
で
あ
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
し
て
、「
盛
岡
市
の
郊
外
に
は

鈴
蘭
の
咲
く
野
が
あ
っ
た
」
と
し
て
、
次
の
鈴
蘭
の
歌
を
あ
げ
て
い
る
。

　
　
　

を
と
め
ら
は
花
を
摘
み
つ
ゝ
あ
ゆ
み
け
り

　
　
　

小
鳥
の
飛
べ
る
鈴
蘭
の
野
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
東
北
巡
講
記
（
二
）」
掲
載
）

　

ま
た
、こ
の
歌
か
ら
、「
鈴
蘭
は
北
海
道
の
天
使
園
修
道
院
付
近
に
も
咲
く
し
、

札
幌
付
近
に
も
咲
く
。
私
は
此
の
花
の
咲
く
の
を
見
て
懐
か
し
く
思
っ
た
」と
、

か
つ
て
住
ん
で
い
た
北
海
道
へ
の
思
い
を
述
べ
て
い
る注注
注

。

露
風
が
い
た
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
は
、
函
館
市
郊
外
の
当
別
に
あ
り
、
所

在
地
か
ら
当
別
修
道
院
と
も
呼
ば
れ
て
い
る
。
函
館
市
に
は
、
明
治
十
五

（
一
八
八
二
）
年
に
文
部
省
認
可
の
正
式
な
女
学
校
と
し
て
開
校
し
た
「
遺
愛

女
学
校
」
が
あ
る
。
ア
メ
リ
カ
人
の
メ
ソ
ジ
ス
ト
派
宣
教
師
夫
妻
に
よ
っ
て
開

設
さ
れ
た
キ
リ
ス
ト
教
主
義
の
女
子
学
院
で
あ
る
。
学
院
で
は
、
鈴
蘭
の
花
を

広
く
世
に
伝
え
た
の
は
、
こ
の
遺
愛
女
学
校
の
宣
教
師
た
ち
で
あ
る
と
伝
え
ら

れ
て
い
て
、
明
治
時
代
か
ら
鈴
蘭
摘
み
の
遠
足
が
行
わ
れ
て
い
た
と
い
う
。
現

在
函
館
市
に
は
、
鈴
蘭
の
花
が
咲
い
て
い
た
こ
と
か
ら
名
付
け
ら
れ
た
鈴
蘭
丘

町
が
あ
る
。
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
制
定
の
学
院
の
校
章
は
、
左
右
か
ら
遺

愛
の
文
字
を
鈴
蘭
の
花
が
囲
ん
で
い
る
。
ま
た
、
こ
の
学
院
に
は
、
体
が
弱
く

卒
業
で
き
な
か
っ
た
が
、
大
正
十
三
・
十
四
年
頃
に
は
石
川
啄
木
の
娘
京
子
も

通
っ
て
い
た
。

そ
の
石
川
啄
木
と
鈴
蘭
も
無
縁
で
は
な
い
。
鈴
蘭
は
、
盛
岡
市
郊
外
、
啄
木

ゆ
か
り
の
渋
民
村
に
あ
る
姫
神
山
の
ふ
も
と
を
覆
っ
て
い
て
、
地
元
で
は
有
名

で
あ
っ
た
。
か
つ
て
盛
岡
駅
に
は
、
ホ
ー
ム
で
鈴
蘭
を
売
る
「
す
ず
ら
ん
娘
」

が
い
た
の
で
あ
る
。
そ
の
始
ま
り
は
定
か
で
は
な
い
が
、
地
元
の
新
聞
に
よ
っ

て
確
認
で
き
る
の
は
、
露
風
が
盛
岡
を
訪
れ
た
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
や
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東
北
巡
行
記
を
寄
稿
し
た
昭
和
二
（
一
九
二
七
）
年
よ
り
数
年
後
に
な
る
。
そ

れ
は
昭
和
五
（
一
九
三
〇
）
年
に
『
岩
手
毎
日
新
聞
』（
五
月
十
二
日
）「
鈴
蘭

の
花
が
咲
き
ま
し
て
、
駅
売
り
近
く
始
め
る
」、『
岩
手
日
報
』（
五
月
十
九
日

夕
刊
）「
可
愛
ら
し
い
鈴
蘭
売
り
の
娘
、け
ふ
正
午
の
列
車
か
ら
盛
岡
駅
の
ホ
ー

ム
に
出
る
」
と
い
う
記
事
で
あ
る
。
露
風
が
盛
岡
を
訪
れ
た
五
月
中
旬
は
、
鈴

蘭
の
花
が
盛
り
の
時
期
で
あ
る
。

実
は
、
啄
木
の
詩
に
も
鈴
蘭
が
登
場
す
る
。
鈴
蘭
は
、
土
地
の
農
民
に
と
っ

て
は
馬
も
喰
わ
な
い
迷
惑
な
雑
草
で
あ
る
。
か
つ
て
鈴
蘭
が
生
え
る
土
地
は
痩

せ
た
土
地
の
代
名
詞
と
な
り
、
畑
も
で
き
な
い
見
捨
て
ら
れ
た
土
地
で
「
狐
こ

ろ
ば
し
」
と
呼
ば
れ
て
い
た
と
言
う
。
そ
の
鈴
蘭
は
、
盛
岡
市
碃
町
で
新
婚
生

活
を
送
っ
て
い
た
明
治
三
十
八
（
一
九
〇
五
）
年
十
二
月
二
日
の
夜
の
作
で
、

極
め
て
印
象
的
な
詩
「
蹄
の
あ
と
」
に
登
場
す
る
の
で
あ
る
。
盛
岡
に
滞
在
中

の
露
風
は
、
啄
木
の
文
学
に
つ
い
て
意
見
を
求
め
ら
れ
、
歌
よ
り
も
詩
の
方
が

よ
い
と
答
え
「
啄
木
君
の
詩
に
は
情
熱
が
あ
り
、
詩
趣
が
あ
り
、
藝
術
が
あ
る

か
ら
で
す
」
と
評
価
し
て
い
る注1
注

。
詩
「
蹄
の
あ
と
」
は
、『
あ
こ
が
れ
』
の
あ

と
を
つ
ぐ
詩
集
の
た
め
に
準
備
し
て
い
た
『
黄
草
集
』
と
題
す
る
詩
稿
ノ
ー
ト

に
収
め
ら
れ
て
い
た
。
し
か
し
、そ
の
詩
の
初
刊
は
『
石
川
啄
木
全
集
第
三
巻
』

（
改
造
社　

昭
和
四
年
）で
あ
り
、露
風
が
盛
岡
に
来
盛
す
る
後
の
こ
と
で
あ
る
。

　
　
　
「
蹄
の
あ
と
」　 

友
井
口
龍
城
子
が
新
著『
蹄
の
あ
と
』（
グ
ス
タ
ー
フ
傳
）

に
餞
す
る
の
詩

　

雲
わ
か
れ
、
光
天
に
、

　

生
の
火
の
人
の
胸
に

　

も
え
し
日
を
思
ほ
へ
ば
や

　

あ
な
尊
と
、
こ
の
國
國
、

　

野
に
谷
に
、
音
も
こ
も
れ
、

　

あ
り
し
日
の
蹄
の
あ
と

　

花
ぞ
咲
け
る
。

　

選
ら
れ
児
の
胸
に
も
え
し

　

火
よ
、
神
の
さ
か
え
な
れ
ば
、

　

あ
は
れ
、
火
の
つ
る
ぎ
、
草
を

　

な
ぎ
立
て
し
戦
の
野
の

　

駒
光
る
蹄
の
あ
と
、

　

さ
く
は
、
見
よ
、
花
鈴
蘭
、

　

香
も
高
け
れ
。

　

し
ろ
が
ね
の
花
の
鈴
や
、

　

か
を
り
こ
そ
美
し
響
き
。

　

鳴
る
は
、
世
の
と
こ
し
な
へ
に

　

熄
え
ぬ
光
の
功
積
功
積
、
ま
た
、

　

朽
ち
ぬ
世
の
祝
の
幸
日
、

　

年
毎
に
野
邊
に
か
へ
る

　

と
は
の
春
よ
。

（
以
下
省
略
）

　
　
　
　
　
（
詩
稿
ノ
ー
ト
『
黄
草
集
』「
江
畔
雑
詩
」、『
啄
木
全
集
第
三
集
』

岩
波
書
店
、
昭
和
三
十
六
年
）

　

露
風
は
、
盛
岡
を
訪
れ
て
深
い
親
し
み
を
感
じ
た
こ
と
の
一
つ
に
「
故
石
川

啄
木
君
の
記
念
碑
が
盛
岡
郊
外
に
建
っ
て
ゐ
る
。
石
川
君
は
盛
岡
付
近
の
渋
民
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村
の
出
身
で
あ
る
か
ら
で
あ
っ
た
」
と
啄
木
を
あ
げ
て
い
る注1
注

。
ま
た
、「
民
衆

的
な
短
歌
を
作
っ
た
故
石
川
啄
木
君
は
岩
手
県
下
、
渋
民
村
の
人
で
、
盛
岡
に

近
い
所
に
生
ま
れ
た
。
現
在
は
其
の
郷
土
に
記
念
碑
が
建
っ
て
ゐ
る
。
彼
は
岩

手
山
を
歌
に
詠
じ
て
ゐ
る
が
、
そ
の
岩
手
山
は
実
に
秀
麗
な
や
ま
で
あ
る
。
峰

に
雲
を
置
い
て
、
頂
が
見
え
ぬ
事
が
あ
る
。
盛
岡
市
は
此
の
山
を
後
方
に
負
う

て
ゐ
る
か
ら
一
層
景
色
が
よ
い
の
だ
」
と
、
岩
手
山
を
眺
め
啄
木
へ
の
思
い
を

語
っ
て
い
る注1
注

。
来
盛
の
数
年
前
に
も
、
東
京
か
ら
北
海
道
の
当
別
に
あ
る
修
道

院
に
帰
る
途
中
、東
北
線
で
青
森
に
向
か
う
汽
車
か
ら
盛
岡
の
岩
手
山
を
見
て
、

「
岩
手
山
の
見
え
る
間
、
啄
木
の
こ
と
な
ど
思
ひ
な
が
ら
過
ぎ
た
」
と
記
し
て

い
る注1
注

。
啄
木
の
作
品
を
高
く
評
価
し
て
い
た
露
風
は
、
啄
木
が
亡
く
な
っ
た
三
年
後

の
大
正
四
（
一
九
一
五
）
年
の
夏
、
当
別
の
修
道
院
に
留
ま
っ
て
い
た
時
に
函

館
立
待
岬
近
く
に
あ
る
啄
木
の
墓
を
訪
れ
て
い
る
。
そ
し
て
「
啄
木
を
弔
う
」

と
い
う
詩
を
発
表
し
て
い
る注1
注

。

露
風
は
、
啄
木
ゆ
か
り
の
地
に
咲
く
鈴
蘭
を
見
て
、
啄
木
の
こ
と
も
思
い
出

し
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

二
、
青
森
県
三
本
木
町
に
お
け
る
作
品

　

五
月
二
十
五
日
夕
方
、
東
北
巡
講
の
第
二
の
目
的
地
で
あ
る
青
森
県
三
本
木

町
（
現
在
の
十
和
田
市
）
に
到
着
す
る
。
そ
の
町
で
は
、
醸
造
元
で
あ
り
名
士

で
あ
る
二
代
目
三
浦
萬
之
助
宅
に
、
五
月
二
十
五
日
か
ら
三
十
一
日
朝
ま
で
滞

在
し
て
い
る
。
初
代
三
浦
萬
之
助
は
、
こ
の
地
に
初
め
て
天
主
公
教
会
を
建
て

た
人
で
あ
り
、
三
浦
家
は
熱
心
な
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
で
あ
っ
た
。

到
着
し
た
そ
の
日
は
、「
コ
ル
ジ
ェ
霊
父
や
私
は
聖
堂
に
入
り
て
感
謝
の
祈

り
を
な
し
後
に
教
父
館
で
三
浦
君
を
加
え
て
三
人
椅
子
に
倚
つ
て
い
ろ
〳
〵
の

話
」
を
し
て
再
会
を
懐
か
し
ん
で
い
る注1
注

。
こ
の
町
で
の
滞
在
は
、
親
し
い
友
人

が
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
六
泊
七
日
で
あ
り
、
講
演
会
も
少
な
い
こ
と
か
ら
心
休

ま
る
日
々
で
あ
っ
た
。

そ
し
て
、
三
本
木
町
を
離
れ
る
前
日
の
五
月
三
十
日
、
三
本
木
町
の
野
の
風

景
と
閑
古
鳥
に
寄
せ
て
、
天
父
の
恩
恵
を
テ
ー
マ
と
す
る
長
詩
篇
を
作
っ
て
い

る注1
注

。

　
　
　
「
天
父
と
閑
古
鳥
」

　

我
愛
す
る
三
木
羅
風
の
妻
の
モ
ニ
カ
に
贈
る

　
　
　
　

一

雨
降
る
空
の
か
な
た
な
る
、

林
の
上
に
な
く
と
り
よ
。

そ
は
我
が
愛
す
る
閑
古
鳥
。

皐
月
の
末
の
或
る
ひ
と
日
。

　
　
　
　

二

そ
ぼ
降
る
雨
の
音
の
し
て
、

庭
の
若
葉
の
色
を
増
す
。

躑
躅
の
花
の
く
れ
な
ゐ
に
、

あ
る
ひ
は
白
に
咲
き
揃
ふ
。

　
　
　
　

三

又
も
聞
ゆ
る
閑
古
鳥
。

聞
く
と
お
も
へ
ば
止
み
絶
え
て
、

し
づ
け
さ
勝
る
青
葉
陰
、

い
と
懐
か
し
き
庭
の
昼
。
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四

神
の
恵
み
の
其
の
声
よ
。

い
つ
し
か
雨
は
霽
れ
あ
が
り
、

お
も
ひ
で
深
き
野
を
お
も
ふ
。

聴
け
ば
声
佳
き
閑
古
鳥
。

　
　
　
　

五

此
処
は
陸
奥
晩
春
の
、

若
草
繁
れ
る
野
の
町
よ
。

天
父
の
聖
旨
に
副
ひ
て
来
て
、

吾
は
め
ぐ
美
の
香
に
浴
す
。

　
　
　
　

六

或
時
さ
ま
よ
ふ
野
や
林

天
に
在
す
大
神
の
、

い
と
〳
〵
ふ
か
き
愛
を
も
て
、

聴
き
し
声
好
き
閑
古
ど
り
。

　
　
　
　

七

皐
月
の
丘
の
片
辺
り
、

白
き
花
咲
く
水
の
べ
よ
。

友
と
し
ふ
た
り
語
ら
ひ
て
、

遠
に
鳴
く
鳥
聞
き
に
け
り
。

　
　
　
　

八

見
れ
ば
青
く
さ
茂
り
た
る
、

野
を
ば
流
る
ゝ
真
清
水
の
、

う
る
ほ
し
行
き
て
音
立
る
、

い
と
も
麗
は
し
五
月
の
野
。

　
　
　
　

九

嗚
呼
閑
古
鳥　

閑
古
ど
り
。

こ
の
時
鳴
け
る
閑
古
鳥
。

わ
が
故
郷
の
学
び
舎
の
、

寮
舎
の
昔
、
憶
ひ
出
づ
。

　
　
　
　

一
〇

そ
こ
は
翠
の
山
山
に
、

囲
ま
れ
、
水
の
、
い
と
清
く
、

朝
暾
の
光
希
望
あ
り
、

夕
う
る
は
し
日
の
余
栄
。

　
　
　
　

一
一

我
い
と
若
き
齢
に
て
、

御
神
の
御
恩
寵
享
け
し
時
、

愛
と
希
望
に
燃
え
し
と
き
、

天
の
寵
児
と
称
ば
れ
た
り
。

　
　
　
　

一
二

天
に
ま
し
ま
す
我
が
神
は
、

吾
は
知
ら
ね
ど
、
今
想
ふ
―

其
時
日
毎
に
年
毎
に
、

天
よ
り
恵
み
て
照
ら
さ
れ
ぬ
。

　
　
　
　

一
三

い
と
佳
き
わ
れ
の
青
春
よ
、

過
ぎ
て
往
き
け
る
其
の
か
み
よ
。

心
と
ど
ろ
き
、
胸
も
え
て
、

春
を
愛
し
き　

夏
秋
も
。
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一
四

春
は
川
辺
の
路
往
き
て
、

野
に
咲
く
花
を
摘
み
に
け
り
。

山
や
野
原
の
そ
ゞ
ろ
ゆ
き
、

桜
や
、
す
み
れ
の
花
め
で
ぬ
。

　
　
　
　

一
五

詩
の
寵
得
て
は
歌
し
る
し
、

友
の
な
さ
け
を
天
主
に
享
け
、

そ
の
と
き
聴
き
し
閑
古
鳥
、

妻
よ
吾
妻
。
吾
れ
聞
き
ゝ
ぬ
―
。

　
　
　
　

一
六

我
れ
、
い
ま
、
歌
ふ
、
わ
れ
語
る
―

御
父
、
わ
れ
を
畴
昔
よ
り

天
に
て
地
に
て
愛
さ
れ
き

天
に
て
地
に
て
愛
さ
れ
き
。

　
　
　
　

一
七

緑
の
小
山
に
我
れ
上
り
、

国
を
思
ひ
ぬ
、
よ
き
国
を
―

わ
か
葉
の
中
に
花
ぞ
の
を
、

善
き
愛
の
家
ま
ぼ
ろ
し
を
―
。

　
　
　
　

一
八

愛
す
る
妻
よ
、
わ
れ
ら
今
、

愛
の
花
園
心
に
は
、

ふ
た
り
し
、
持
ち
て
あ
り
ぬ
る
よ
、

さ
れ
ど
、
そ
の
我
れ
、
汝
を
知
ら
ず
。

　
　
　
　

一
九

天
父
の
大
神
知
り
た
ま
ひ
、

汝
を
ば
我
と
結
ば
れ
ぬ
。

愛
す
る
吾
つ
ま
、
わ
が
嬬
よ
、

白
き
花
な
る
、
か
ん
ば
し
き
―
。

　
　
　
　

二
〇

吾
今
、
御
旨
の
ま
に
ま
に
ぞ

聖
教
伝
ふ
べ
く
来
り
、

北
の
陸
奥
、
盛
岡
や
、

此
処
の
翠
緑
の
三
本
木
―

　
　
　
　

二
一

征
旅
の
如
く
に
語
り
た
り

人
々
の
為
、
神
の
た
め
、

み
教
弘
め
て
か
た
り
け
り
、

か
く
て
ぞ
、
詩
の
寵
、
今
ぞ
得
し

　
　
　
　

二
二

汝
れ
知
る
ご
と
く
、
天
の
母
、

父
な
る
大
神
諸
共
に
、

わ
れ
を
抱
き
て
示
し
ま
す
、

春
の
、
御
蒼
穹
と
野
の
緑
。

　
　
　
　

二
三

此
処
の
野
辺
み
な
お
ほ
は
れ
ぬ
、

榎
や
杉
や
も
ろ
〳
〵
の
、

色
好
き
草
木
の
緑
も
て
―
、

あ
る
ひ
は
花
も
て
飾
ら
れ
ぬ
。
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二
四

黄
な
る
花
咲
く
野
に
来
り
、

む
ら
が
る
其
の
花
な
が
め
つ
つ
、

草
に
憩
ひ
て
、
我
れ
在
れ
ば
、

閑
古
鳥
啼
く
、
遠
き
森
。

　
　
　
　

二
五

西
の
森
に
て
な
く
を
聞
き
、

や
が
て
南
に
啼
く
を
聴
く
。

う
れ
し
き
声
の
閑
古
鳥
。

時
に
は
、
ほ
の
か
の
其
の
声
よ
。

　
　
　
　

二
六

我
そ
の
声
を
き
く
と
き
は
、

心
に
喜
悦
湧
き
来
り
、

神
の
御
恵
思
ふ
な
り
、

ま
た
思
ふ
な
り
過
ぎ
し
日
を
。

　
　
　
　

二
七

あ
ゝ
閑
古
鳥
、
汝
が
声
は
、

我
に
似
た
り
と
思
ふ
な
り
。

い
と
懐
し
き
閑
古
鳥
、

野
を
飛
び
て
行
く
閑
古
鳥
。

　
　
　
　

二
八

愛
す
る
妻
よ
、
又
、
語
る
、

彼
の
修
道
の
院
の
場
、

尊
き
神
を
拝
す
る
処
、

か
し
こ
の
め
ぐ
り
の
山
や
野
や
。

　
　
　
　

二
九

か
し
こ
に
啼
き
ぬ
閑
古
鳥
、

妻
よ
汝
も
思
い
出
で
、

そ
の
声
偲
べ
、
か
く
て
ま
た
、

思
へ
よ
、
彼
の
日
の
修
道
院
。

　
　
　
　

三
〇

そ
の
時
は
我
は
し
ば
〳
〵
ぞ

閑
古
鳥
啼
く
声
を
聴
き
、

い
と
静
か
に
て
安
ら
け
き
、

歌
の
心
地
を
覚
え
け
る
。

　
　
　
　

三
一

朝
に
夕
に
啼
き
け
れ
ば
、

汝
も
親
し
く
愛
し
た
り
、

妻
よ
、
わ
れ
等
は
語
り
け
り
、

彼
の
閑
古
鳥
、
そ
の
事
を
―
。

　
　
　
　

三
二

或
日
に
、
妻
よ
、
汝
は
見
き
、

我
等
の
楽
し
き
愛
の
国
、

そ
こ
の
窓
辺
に
汝
は
見
き
、

彼
の
鳥
の
か
げ
、
其
の
振
り
を
―
。

　
　
　
　

三
三

愛
す
る
妻
よ
、
も
ろ
と
も
に
、

わ
れ
ら
、
旅
路
に
出
で
し
時
、

旅
に
て
聴
き
ぬ
閑
古
鳥
、

夕
映
の
佳
き
山
裾
に
―
。
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三
四

或
は
聞
き
ぬ
旅
の
先
、

港
の
町
の
家
の
窓
、

汝
と
我
と
は
、
そ
こ
に
居
て
、

青
葉
に
啼
け
る
閑
古
鳥
。

　
　
　
　

三
五

都
に
あ
り
て
、
或
時
に
、

時
計
の
仕
懸
に
、
閑
古
鳥
、

啼
く
音
の
あ
り
し
を
二
人
し
て
、

我
等
は
聴
け
り
我
妻
よ
。

　
　
　
　

三
六

こ
ゝ
は
陸
奥
、
吾
独
り
、

神
の
恵
の
中
に
有
り
、

日
々
に
、
我
が
妻
、
汝
が
為
に
、

我
は
祈
れ
り
、
恵
あ
れ
。

　
　
　
　

三
七

汝
知
る
神
の
司
祭
な
る

神
父
と
共
に
わ
れ
、
或
日
、

遠
く
歩
み
て
森
に
往
き
、

御
神
の
御
業
、
其
処
に
見
ぬ
。

　
　
　
　

三
八

長
く
つ
ら
な
る
青
き
樹
の
、

木
陰
の
路
を
我
等
行
き
、

森
に
入
る
路
、
と
あ
る
角
、

神
の
、
は
か
ら
ひ
給
ひ
た
る
、

　
　
　
　

三
九

一
つ
の
棘
あ
る
木
を
ば
見
つ
、

神
父
は
、
ど
ゞ
ま
り
、
そ
を
言
ひ
ぬ
、

「
こ
を
見
よ
、
猶
太
の
樹
と
は
云
ふ

棘
あ
り
、
其
れ
故
、
斯
く
の
ご
と
」
―

　
　
　
　

四
〇

神
父
は
、
又
も
、
言
ひ
次
ぎ
て
、

「
こ
の
と
げ
、
痛
し
イ
ヱ
ズ
ス
の
、

御
冠
、
之
れ
ぞ
。
長
さ
、
ほ
ぼ
、

一
二
寸
」
と
て
指
し
示
す
。

　
　
　
　

四
一

其
時
、
我
は
、
思
ひ
た
り
、

「
天
父
の
、
こ
の
木
を
此
処
に
し
も
、

路
の
曲
れ
る
角
に
し
ぞ
、

生
へ
し
め
給
ひ
た
る
、」
と
木
を
。

　
　
　
　

四
二

神
父
に
我
は
斯
く
言
ひ
ぬ
、

「
天
父
、
こ
の
樹
を
神
父
へ
と
、

見
せ
し
め
給
ふ
聖
旨
に
て
、

路
の
角
に
は
在
る
な
ら
ん
」。

　
　
　
　

四
三

此
猶
太
の
樹
、
皁
棘
と
、

我
が
日
本
に
て
言
へ
る
な
り
。

七
つ
の
葉
合
い
十
四
葉
、

数
も
ま
た
奇
と
謂
ひ
つ
べ
し
。
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四
四

愛
す
る
妻
よ
、
か
ゝ
る
棘
、

樹
の
膚
に
有
り
、
そ
の
生
ふ
る
、

異
様
の
姿
、
見
る
時
は
、

天
父
の
御
わ
ざ
を
思
ふ
な
り
。

　
　
　
　

四
五

我
等
往
き
し
に
、
暫
し
し
て
、

一
つ
の
森
に
入
り
に
け
り
、

我
れ
の
そ
の
時
見
た
り
し
は
、

大
き
な
る
一
つ
の
磐
な
り
。

　
　
　
　

四
六

キ
リ
ス
ト
言
は
れ
し
聖
言
に
、

「
汝
は
磐
石
」
―
こ
の
岩
を
、

我
が
見
て
、
心
に
思
ひ
し
は
、

其
礎
の
事
な
り
き
。

　
　
　
　

四
七

天
父
が
、
磐
を
、
其
の
森
に

備
へ
ら
れ
た
る
に
て
あ
ら
む
―

斯
く
と
ぞ
我
は
、
思
ひ
け
る
。

我
等
は
尚
も
進
み
往
く
。

　
　
　
　

四
八

愛
す
る
妻
よ
、
し
ば
し
し
て
、

我
は
聴
き
た
り
、
森
の
中
。

彼
方
に
啼
き
し
閑
古
鳥
、

声
の
悲
し
く
想
は
れ
て
―
。

　
　
　
　

四
九

天
父
の
御
愛
の
い
つ
く
し
み
、

哀
憐
み
給
ふ
聖
心
に
、

つ
か
は
さ
れ
た
る
閑
古
鳥
、

か
な
し
き
愛
の
閑
古
ど
り
。

　
　
　
　

五
〇

天
父
の
御
愛
を
懐
ひ
つ
ゝ
、

吾
は
歌
を
ば
作
ら
む
と
、

案
じ
て
歩
み
た
り
け
れ
ど
、

善
き
歌
と
て
は
無
か
り
け
り
。

　
　
　
　

五
一

天
の
神
を
ぞ
ひ
た
す
ら
に
、

わ
れ
は
、
誠
に
思
い
け
る
。

ま
な
こ
、
う
る
み
て
、
我
れ
歩
み
、

若
葉
影
さ
す
路
行
き
つ
。

　
　
　
　

五
二

愛
す
る
妻
よ
、
我
は
今
、

近
き
日
、
あ
ゆ
み
し
夜
の
事
を
、

汝
に
語
ら
む
、
汝
も
知
れ
る

コ
ル
ジ
ェ
神
父
と
野
へ
往
き
ぬ
。

　
　
　
　

五
三

五
月
の
夜
は
香
ば
し
く
、

野
は
一
面
に
煙
り
た
り
、

月
は
あ
れ
ど
も
か
く
れ
た
り
、

土
の
匂
も
、
好
か
り
け
り
。
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五
四

我
、
青
春
の
時
に
し
て
、

作
り
し
詩
に
ぞ
六
月
の
、

夜
の
野
面
を
歌
ひ
け
る
、

其
を
、
我
、
其
夜
懐
ひ
出
づ
。

　
　
　
　

五
五

天
父
は
、
か
ゝ
る
夜
に
も
亦
、

深
き
御
恵
加
へ
ら
れ
、

い
と
興
深
く
覚
え
つ
ゝ
、

心
ゆ
く
ま
で
語
ら
ひ
ぬ
。

　
　
　
　

五
六

そ
の
夜
は
啼
か
ず
閑
古
鳥
、

昼
に
啼
き
た
る
其
鳥
を
、

吾
は
心
に
お
も
ひ
い
で
、

は
る
か
の
野
に
は
歩
み
た
り
。

　
　
　
　

五
七

い
と
な
つ
か
し
き
夜
の
こ
と
を

我
は
忘
れ
ず
あ
る
な
ら
む
、

森
影
見
え
ず
、
暗
け
れ
ど
、

五
月
の
夜
は
、
柔
し
。

　
　
　
　

五
八

け
ふ
、
こ
の
家
に
詩
を
書
き
て
、

汝
に
贈
る
と
筆
を
と
る
。

そ
の
時
又
も
、
大
神
の

御
恵
に
て
鳥
の
啼
く
。

五
九

い
と
朗
か
の
閑
古
鳥
、

空
に
響
き
て
啼
き
に
け
り
。

其
声
心
に
深
く
染
み

日
此
に
も
増
し
い
と
強
し
。

　
　
　
　

六
〇

な
ほ
詩
を
つ
ゞ
り
続
け
し
に
、

し
ば
し
の
後
に
閑
古
鳥
、

弱
き
声
し
て
啼
き
に
け
り
、

別
を
惜
む
声
の
如
。

　
　
　
　

六
一

今
は
別
れ
ぞ
閑
古
鳥
、

斯
く
我
れ
、
心
に
想
ひ
つ
ゝ

夕
の
机
に
向
ひ
居
り
、

や
が
て
ぞ
夜
に
な
り
に
け
る
。

　
　
　
　

六
二

愛
す
る
妻
よ
、
今
は
早
、

天
父
の
聖
旨
の
ま
に
ま
に
ぞ
、

秋
田
の
方
へ
湖
越
え
て
、

立
つ
べ
き
時
と
な
り
に
け
る
。

　
　
　
　

六
三

我
神
、
我
父
、
汝
が
上
に
、

い
と
安
ら
か
の
幸
を
、

賜
ら
む
こ
と
、
わ
が
か
へ
る
、

其
日
ま
で
も
ぞ
祈
る
な
る
。
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一
九
二
六
年
五
月
三
十
日

　
　

青
森
県
三
本
木
に
て

　
　
　
　
　

三
木　

操

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
未
発
表
長
詩
篇
）

滞
在
中
の
詩
の
創
作
に
つ
い
て
露
風
は
、「
私
は
、
三
浦
氏
の
宅
に
居
て
静

か
に
作
詩
す
る
暇
を
持
っ
た
。私
は
忙
し
い
時
に
は
汽
車
中
に
て
原
稿
を
書
く
。

併
し
三
浦
君
の
所
で
は
格
別
忙
し
い
た
め
で
は
な
く
、
感
謝
の
た
め
に
詩
文
の

筆
を
執
っ
た
の
で
あ
る
」
と
記
し
て
い
る注1
注

。

こ
の
詩
「
天
父
と
閑
古
鳥
」
の
背
景
に
は
、「
私
は
閑
古
鳥
が
好
き
で
あ
る

か
ら
、
晩
春
の
白
い
日
の
光
の
中
で
鳴
く
そ
の
声
を
聞
い
て
喜
び
を
感
じ
た
。

三
本
木
野
の
遠
い
所
に
あ
る
森
に
入
つ
て
、其
処
に
在
る
大
岩
を
見
た
り
し
た
。

私
は
、
並
木
に
沿
ふ
た
路
や
、
水
辺
を
歩
む
の
は
好
き
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
野

は
私
を
楽
し
ま
せ
た
」
と
い
う
三
本
木
原
の
自
然
散
策
が
あ
る11
注

。
散
策
中
に
コ

ル
ジ
ェ
霊
父
は
、
棘
の
あ
る
木
を
見
て
キ
リ
ス
ト
が
荊
棘
の
冠
と
し
て
被
せ
ら

れ
た
こ
と
を
連
想
し
「
こ
れ
は
ユ
デ
ア
の
木
」
と
言
い
、
巨
岩
を
見
て
「
汝
は

磐ペ
テ
ロ石
」
と
キ
リ
ス
ト
の
言
葉
を
想
う
な
ど
、
聖
教
の
こ
と
を
語
り
合
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

こ
の
「
天
父
と
閑
古
鳥
」
の
詩
に
つ
い
て
、
家
森
長
治
郎
は
次
の
よ
う
に
読

み
解
い
て
い
る1注
注

。

　
　

三
木
家
に
滞
在
中
、
近
く
の
森
で
閑
古
鳥
が
よ
く
鳴
い
た
。
閑
古
鳥
は
、

閑
谷
黌
に
学
ん
で
い
た
少
年
の
こ
ろ
よ
り
、
露
風
の
最
も
愛
し
た
鳥
で
あ

る
。
北
海
道
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院
で
も
、
初
夏
の
こ
ろ
に
は
盛
ん
に
鳴
い

て
露
風
夫
妻
を
楽
し
ま
せ
て
く
れ
た
が
、
今
ま
た
、
こ
の
三
本
木
原
で
も

よ
く
鳴
い
て
い
る
。
カ
ト
リ
ッ
ク
の
熱
い
信
仰
に
生
き
る
露
風
が
、
三
浦

家
の
厚
遇
に
感
謝
し
、
コ
ル
ジ
ェ
神
父
や
三
浦
万
之
助
と
心
ゆ
く
ま
で
そ

の
信
仰
を
語
り
合
い
、
愛
す
る
閑
古
鳥
の
声
音
に
耳
を
傾
け
て
は
、
自
分

の
全
生
涯
が
、
ま
た
愛
妻
モ
ニ
カ
と
結
ば
れ
た
の
も
、
す
べ
て
天
父
の
恩

寵
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
い
う
幸
せ
を
、
し
み
じ
み
感
じ
、
そ
の
喜
び

を
朗
々
と
歌
い
あ
げ
て
、
愛
妻
モ
ニ
カ
に
贈
っ
た
詩
が
、
七
五
調
四
行

六
十
三
節
よ
り
成
る
長
篇
「
天
父
と
閑
古
鳥
」
で
あ
る
。

三
、
奥
入
瀬
・
十
和
田
湖
に
お
け
る
作
品

五
月
三
十
一
日
の
朝
、
露
風
は
三
浦
家
の
人
々
と
別
れ
を
告
げ
、
十
和
田
湖

を
渡
り
秋
田
県
鹿
角
郡
大
湯
村
に
向
か
っ
て
出
発
す
る
。
三
本
木
町
か
ら
自
動

車
で
コ
ル
ジ
ェ
神
父
、
三
浦
萬
之
助
と
と
も
に
十
和
田
湖
に
向
か
い
、
途
中
で

奥
入
瀬
渓
谷
に
立
ち
寄
る
。
そ
し
て
平
明
に
し
て
愛
す
べ
き
景
趣
で
あ
り
、
深

山
幽
谷
の
感
が
あ
る
と
し
て
、
次
の
二
首
を
詠
む
。

　
　

た
づ
ね
入
る
花
は
無
く
し
て
深
山
木
の
翡
翠
の
色
の
染
む
こ
ゝ
ち
す
る

　
　

流
れ
ゆ
く
水
を
追
ふ
べ
き
身
な
ら
ね
ど
そ
の
静
け
さ
を
愛
し
く
ぞ
見
る

　
　
　
　
　
　
　
　
（「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
四
）」
掲
載
）

ま
た
、
発
動
機
船
で
十
和
田
湖
を
渡
る
途
中
、
勝
景
に
感
歎
し
て
、「
遠
望

す
る
と
四
方
は
山
又
森
林
を
以
て
囲
ま
れ
、
其
の
間
に
岬
が
凹
凸
し
て
、
地
勢

甚
だ
変
化
に
富
む
。
湖
上
を
渡
る
に
従
つ
て
、
島
あ
ら
は
れ
、
崎
の
巌
見
え
、

勝
景
、
数
ふ
る
に
遑
が
な
い
。
私
は
感
嘆
し
な
が
ら
、
観
て
ゆ
く
。
巌
の
ほ
と

り
に
咲
く
、
紅
の
躑
躅
、
水
に
臨
み
て
咲
く
山
桜
、
そ
の
麗
し
さ
」
と
記
し
て

い
る11
注

。
五
月
末
、
東
京
で
は
桜
が
散
っ
た
後
で
あ
っ
た
が
、
十
和
田
湖
で
は
、
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ま
だ
桜
が
盛
り
で
あ
っ
た
。
次
の
二
首
は
、
そ
の
時
に
詠
ん
だ
歌
で
あ
る
。

　
　

み
ち
の
く
の
果
て
に
来
り
て
眺
め
や
る
都
に
ま
さ
る
山
桜
か
な

　
　

い
と
深
き
雪
に
も
枯
れ
ず
春
の
来
て
水
に
か
ざ
せ
る
山
ざ
く
ら
花

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
四
）」
掲
載
）

さ
ら
に
露
風
は
、
十
和
田
湖
の
す
ば
ら
し
さ
に
つ
い
て
「
こ
の
湖
水
は
区
分

さ
れ
て
、
中
湖
、
南
湖
、
北
湖
、
西
湖
と
さ
れ
て
ゐ
る
。
西
南
よ
り
、
中
山
半

島
、
御
倉
半
島
が
突
き
出
で
て
、
中
山
半
島
の
崎
を
中
山
崎
と
言
ひ
、
御
倉
半

島
の
崎
を
日
暮
崎
と
言
ふ
。
こ
の
崎
、
甚
だ
佳
景
に
富
む
」
と
評
し
て
い
る11
注

。

そ
の
日
暮
崎
の
巌
窟
を
望
ん
で
作
っ
た
と
思
わ
れ
る
詩
が
、
未
発
表
詩
集
に

収
め
ら
れ
て
い
る
。

　
　
　
「
一
つ
の
巌
窟
」

　
　

一
つ
の
巌
窟
、

　
　

十
和
田
湖
の
島
嶼
岬
の
北
端
に
あ
り
、

　
　

自
然
の
工
か
人
工
か
、

　
　

屹
立
せ
る
巌
峭
の
上
部
に
、

　
　

恰
も
石
像
を
安
置
せ
し
あ
と
の
如
く
あ
り
。

　
　

嗚
呼
そ
の
巌
峭
、

　
　

太
古
よ
り
存
在
せ
し
も
の
な
ら
む
。

　
　

天
工
の
斧
、
自
然
の
い
か
め
し
き
妙
、

　
　

仰
ぐ
に
雄
々
し
き
こ
と
感
に
堪
へ
し
む
。

　
　

荒
波
暴
濤
、
大
魚
の
嘯
く
如
く
、

　
　

天
空
を
望
み
高
く
起
る
時
、

　
　

巌
稍
の
下
を
噛
む
こ
と
頻
り
な
り
。

　
　

海
の
聖
母
―
海
の
星
―
明
け
の
星
、

　
　

世
界
に
悪
を
も
て
沈
湎
せ
る
人
々
を
、

　
　

救
ひ
の
手
を
の
べ
て
憐
む
マ
ド
ン
ナ
、

　
　

荒
天
の
航
海
中
に
船
夫
の
の
ぞ
む
と
こ
ろ
の
燈
台
。

　
　

わ
れ
を
し
て
、
そ
を
思
は
し
む
、

　
　

十
和
田
湖
を
舟
航
中
の
時
、

　
　

わ
れ
は
、
そ
の
巌
窟
を
仰
ぎ
見
て
。　
　
　

（
未
刊
詩
集
『
微
光
』、『
三
木
露
風
全
集
第
一
』
所
収
）

十
和
田
湖
の
す
ば
ら
し
さ
が
世
に
知
ら
れ
る
発
端
と
な
っ
た
の
は
、
大
町

桂
月
の
紀
行
文
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。
大
町
桂
月
は
、
明
治
四
十
一

（
一
九
〇
八
）
年
八
月
二
十
六
日
か
ら
九
月
十
二
日
ま
で
旅
を
し
て
、
十
五
編

の
紀
行
文
を
『
奥
州
一
周
記
』
と
し
て
発
表
し
て
い
る
。
そ
の
中
で
、
十
和
田

湖
の
中
海
（
中
湖
）
の
風
景
に
つ
い
て
、「
此
の
中
海
は
、
噴
火
口
也
と
。
日

暮
崎
を
始
め
と
し
、
崖
の
突
出
せ
る
者
多
し
。
崎
と
い
ふ
よ
り
も
、
む
し
ろ
巌

と
い
ふ
べ
し
。
い
づ
れ
も
み
な
巨
巌
な
り
。
而
も
み
な
姫
小
松
を
帯
ぶ
。
一
窟

あ
り
。
御
室
と
称
す
。
窟
中
二
条
に
別
る
。
い
づ
れ
も
数
間
に
し
て
尽
く
。
剣

の
如
き
小
石
の
簇
立
せ
る
岬
を
剣
岩
と
云
い
、
姫
小
松
の
林
を
成
せ
る
岬
を
千

本
松
と
云
ふ
」
と
、
火
山
の
噴
火
に
よ
っ
て
作
り
出
さ
れ
た
変
化
に
富
む
地
形

や
巌
窟
の
存
在
を
記
し
て
い
る11
注

。
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露
風
の
詩
「
一
つ
の
巌
窟
」
と
は
、
こ
の
御
倉
半
島
の
日
暮
崎
に
あ
る
巌
窟

の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
十
和
田
湖
に
は
、
島
嶼
や
巌
窟
が
多
く
、
中
世
の
頃
よ
り

修
験
宗
徒
や
山
伏
の
修
行
の
場
と
さ
れ
、島
嶼
信
仰
も
行
わ
れ
て
い
た
。
ま
た
、

八
郎
太
郎
に
勝
利
し
て
青
龍
権
現
と
あ
が
め
ら
れ
十
和
田
神
社
に
祀
ら
れ
た
江

戸
時
代
の
伝
説
主
「
南
祖
坊
」
や
そ
の
ゆ
か
り
の
地
な
ど
が
あ
る
。

御
倉
半
島
日
暮
崎
の
根
元
付
近
、
中
湖
に
面
し
た
西
側
岸
壁
に
は
、
上
方
に

「
御
室
」・「
奥
の
院
」
と
呼
ば
れ
る
洞
窟
が
あ
る
。
洞
窟
奥
の
壁
に
あ
る
青
い

模
様
は
、
龍
の
目
玉
、
龍
神
を
祀
っ
た
祠
の
後
ろ
の
光
輪
、
神
が
創
っ
た
星
や

星
座
が
ち
ら
ば
る
宇
宙
の
世
界
な
ど
と
言
わ
れ
、
驚
異
の
空
間
で
あ
る
。
こ
の

巌
窟
は
、
岩
屋
洞
窟
を
拝
む
自
然
崇
拝
か
ら
信
仰
が
始
ま
り
、
古
く
か
ら
祈
り

や
修
行
の
た
め
の
聖
地
で
あ
っ
た
。

ま
た
、
そ
の
巌
窟
の
左
下
方
に
お
い
て
、
平
成
二
十
三
（
二
〇
一
一
）
年
八

月
に
は
異
常
渇
水
時
に
な
る
と
見
え
る
巌
の
く
ぼ
み
の
中
に
、
人
の
形
を
し
た

岩
が
現
れ
て
話
題
と
な
っ
た
。
そ
れ
は
、
仙
人
に
な
っ
た
「
南
祖
坊
」
か
「
キ

リ
ス
ト
像
」
の
よ
う
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

こ
の
御
倉
半
島
の
一
帯
は
、
古
来
よ
り
神
域
と
さ
れ
て
い
て
、
人
々
は
中
湖

に
面
し
た
反
対
側
に
あ
る
占
場
か
ら
御
倉
半
島
に
向
か
っ
て
願
い
事
を
し
た
と

言
わ
れ
て
い
る
。

露
風
は
、
十
和
田
湖
を
訪
れ
て
十
和
田
神
社
や
「
占
場
」
の
聖
地
、
巨
石
や

巨
木
、
巌
窟
な
ど
の
神
秘
的
な
絶
景
か
ら
神
聖
な
気
持
ち
に
包
ま
れ
た
の
で
あ

ろ
う
。
聖
な
る
巌
窟
を
仰
ぎ
見
て
、
キ
リ
ス
ト
教
に
お
け
る
海
の
星
の
聖
母
ス

テ
ラ
・
マ
リ
ス
の
聖
母
（
イ
エ
ス
キ
リ
ス
ト
の
母
マ
リ
ア
の
古
称
）、
つ
ま
り
、

希
望
の
印
、
導
き
の
星
と
し
て
の
聖
母
マ
リ
ア
を
見
た
の
で
あ
る
。
聖
母
マ
リ

ア
を
海
の
星
の
聖
母
と
す
る
呼
び
名
は
、
海
を
旅
す
る
人
や
海
で
生
計
を
立
て

て
い
る
人
々
に
使
わ
れ
、
聖
母
マ
リ
ア
が
そ
の
人
々
の
案
内
人
、
保
護
者
と
し

て
神
と
人
間
の
仲
裁
を
す
る
も
の
と
信
じ
ら
れ
て
い
る
。
露
風
は
十
和
田
湖
の

自
然
に
、
そ
こ
に
生
活
す
る
人
々
を
守
る
イ
エ
ス
・
キ
リ
ス
ト
の
母
、
マ
リ
ア

を
見
た
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
ま
た
、
こ
の
よ
う
な
風
景
を
船
上
か
ら
眺
め
て
短
歌
を
作
っ
て
い

る
。
こ
の
時
の
状
況
に
関
し
て
、
同
行
し
た
三
浦
萬
之
助
は
カ
ト
リ
ッ
ク
雑
誌

に
寄
稿
し
て
い
る
。
そ
の
三
本
木
教
会
報
に
お
い
て
「
三
十
一
日
コ
ル
ジ
ェ
ー

霊
父
、
拙
者
と
同
乗
の
自
動
車
に
て
、
十
和
田
湖
畔
を
一
週
し
て
数
詩
を
吟
ぜ

ら
れ
、
波
浪
あ
ら
き
に
か
ゝ
は
ら
ず
平
静
に
風
光
を
視
察
な
さ
れ
、
秋
田
県
薄

花
に
て
御
上
陸
、
大
湯
の
青
年
諸
士
の
希
望
に
よ
る
講
演
を
な
さ
る
べ
く
御
別

袂
申
上
げ
た
。
あ
ゝ
雄
々
し
き
先
生
の
天
父
の
業
の
努
力
の
果
の
大
な
る
こ
と

を
切
に
祈
願
し
て
止
み
ま
せ
ん
」
と
記
し
、
露
風
の
作
っ
た
四
首
の
歌
を
あ
げ

て
い
る11
注

。

　
　
　
「
湖
上
に
て
」

　
　

天
の
神
よ
り
た
ま
ひ
し　

十
和
田
湖
よ

　
　
　
　
　

水
と
わ
か
葉
を　

わ
れ
は
観
て
行

　
　

儉
し
か
る
巌
の
上
に　

生
ひ
出
て

　
　
　
　
　

水
に
か
ざ
せ
る　

山
桜
は
な

　
　

天
使
聖
ら
い
で
　ゝ

み
そ
な
は
す

　
　
　
　
　

春
の
十
和
田
の　

湖
の
上

　
　

水
岸
に
桜
と
躑
躅　

咲
き
そ
ろ
ひ

　
　
　
　
　

十
和
田
の
春
は　

盛
り
な
り
け
り

（
初
出
『
声
』
第
六
〇
七
号
、
大
正
十
五
年
八
月
、

『
三
木
露
風
全
集
第
三
』
所
収
）
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十
和
田
湖
の
自
然
の
秘
奥
な
る
生
命
感
を
、
露
風
は
キ
リ
ス
ト
教
の
天
父
の

業
に
よ
る
も
の
と
享
受
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
露
風
は
こ
の
よ
う
な
神
秘
的
自

然
観
に
関
し
て
、
夏
の
盛
り
に
深
山
を
旅
し
た
と
き
、
渓
流
に
覆
い
か
ぶ
さ
っ

た
青
葉
を
見
て
「
そ
の
発
す
る
盛
大
な
気
力
が
心
を
魅
し
去
っ
た
の
で
あ
る
。

気
力
と
謂
ひ
、
生
命
と
謂
ふ
が
同
じ
く
形
が
無
い
。
そ
れ
は
永
生
を
思
は
す
や

う
な
、
不
思
議
な
、
手
に
も
と
ら
れ
ぬ
精イ
イ
サ
ア気

で
あ
る
。
…
僕
等
が
名
づ
け
て
云

ふ
生
命
と
は
、
永
生
の
源
で
あ
る
。
僕
等
の
肉
体
や
、
草
木
禽
獣
は
、
此
幻
形

に
宛
て
は
め
て
書
か
れ
た
詩
語
で
あ
る
」
と
、
自
然
に
対
し
て
感
じ
る
神
秘
は

自
然
の
発
す
る
盛
大
な
気
力
に
魅
せ
ら
れ
る
と
こ
ろ
に
生
す
る
と
い
う11
注

。

四
、
秋
田
県
鹿
角
郡
に
お
け
る
作
品

（
１
）
発
荷
に
お
け
る
作
品

　

子
の
口
で
昼
食
を
取
っ
た
あ
と
発
動
機
船
で
十
和
田
湖
を
渡
り
、
午
後
に
秋

田
県
の
発
荷
に
到
着
し
た
。
そ
し
て
、
同
行
し
て
く
れ
た
コ
ル
ジ
ェ
霊
父
と
三

浦
萬
之
助
は
、
こ
こ
で
別
れ
三
本
木
町
に
帰
る
。
大
正
十
五
年
か
ら
三
本
木
教

会
の
主
任
を
務
め
て
い
る
コ
ル
ジ
ェ
霊
父
は
、
露
風
と
は
ト
ラ
ピ
ス
ト
修
道
院

以
来
親
交
が
あ
り
、
よ
き
理
解
者
で
あ
っ
た
。
三
本
木
に
滞
在
中
、
霊
父
と
露

風
と
三
浦
萬
之
助
は
、信
仰
を
語
り
合
っ
て
い
た
。
そ
の
二
人
と
別
れ
る
時
に
、

露
風
は
惜
別
の
詩
を
作
っ
て
い
る
。

　
　
　
「
十
和
田
湖
の
別
れ
」　

或
る
フ
ラ
ン
ス
人
に
贈
る

　
　

霧
白
く
山
よ
り
湖
に
こ
め
て

　
　

舟
は
其
中
を
進
み
行
き
た
り
、

　
　

岸
辺
に
近
づ
く
に
つ
れ
て
、

　
　

青
き
落
葉
松
の
梢
、
霧
に
浮
び
、

　
　

冷
め
た
き
波
の
し
ぶ
き
、

　
　

我
が
衣
を
う
る
ほ
す
。

振
返
れ
ば
舟
の
後
に
、

　
　

水
脈
鈍
銀
色
に
波
だ
ち
て
、

　
　

遥
か
に
来
し
方
は
、

　
　

小
雨
の
中
に
見
え
ず
な
れ
り
、

　
　

お
ゝ
、
冷
や
か
な
る
雨
の
雫
よ
、

　
　

湖
上
の
空
気
よ
。

　
　

我
は
岸
辺
に
下
り
て
、

　
　

松
の
木
の
蔭
に
立
て
り
。

　
　

親
愛
な
る
君
よ
、

　
　

さ
ら
ば
別
れ
な
り
、

　
　

我
は
彼
の
雨
降
る
山
の
彼
方
に
行
く
、

　
　

い
ざ
さ
ら
ば
、
君
は
、
又
航
路
へ
―

　
　

何
故
に
、
斯
く
別
れ
の
惜
し
き
か
、

我
れ
斯
く
言
へ
ば
君
は
、

　
　

さ
ら
ば
後
に
歌
作
り
て
送
り
給
へ
、

　
　

さ
な
り
然
か
せ
む
と
我
は
答
へ
て
、

　
　

互
に
見
か
は
し
つ
、

君
は
霧
に
こ
め
た
る
湖
を
舟
行
せ
り
。

【タテ】001-近藤健史（03-28）.indd   17 2019/02/20   16:36:14



― 18 ―

　
　

我
れ
峠
に
て
見
返
り
し
、

　
　

雨
の
降
り
た
る
十
和
田
湖
よ
。

　
　

小
島
隠
れ
に
舟
消
え
て
、

　
　

彼
方
東
に
卿
は
行
く
、

　
　

雨
中
に
鳴
け
る
鳥
の
声
、

　
　

我
れ
は
聴
き
つ
ゝ
山
越
え
き
。

　
　

月
日
を
経
て
の
追
憶
は
、

　
　

薄
ら
ぎ
て
行
く
も
の
な
れ
ど
、

　
　

卿
と
別
れ
し
松
の
木
の
、

　
　

蔭
は
十
和
田
に
雨
降
り
て
、

　
　

霧
こ
む
る
と
も
消
え
行
か
ず
、

　
　

な
ほ
も
記
憶
は
残
る
ら
む
。

　
　

共
に
教
を
宣
ぶ
る
為
め
、

　
　

渡
る
十
和
田
の
湖
上
に
て
、

　
　

君
は
し
祈
り
我
は
詩
を
、

　
　

作
り
て
主
を
ば
た
ゝ
へ
に
き
。

　
　

彼
の
ガ
リ
レ
ア
の
湖
に
、

　
　

似
る
や
否
や
は
知
ら
ね
ど
も
―
。

　
　
　
　
　
　
　
（「 

十
和
田
湖
の
別
れ　
コ
ル
ヂ
ェ
霊
父
に
贈
る
」『
小
半
』

昭
和
二
年
十
一
月
、
未
刊
詩
集
『
静
境
』、『
三
木
露
風
全

集
第
一
』
所
収
）

　

こ
の
詩
に
は
、
伝
統
的
な
も
の
と
西
欧
的
な
も
の
の
融
合
が
あ
る
。
詩
の
冒

頭
で
は
、
衣
を
濡
ら
す
冷
た
き
雨
や
し
ぶ
き
は
、
悲
し
み
の
涙
で
袖
を
濡
ら
す

と
い
う
古
今
集
や
新
古
今
集
の
和
歌
を
思
い
出
さ
せ
、
小
鳥
隠
れ
に
消
え
る
舟

は
、
世
の
中
を
喩
る
と
漕
ぎ
去
る
舟
の
跡
な
き
ご
と
し
と
い
う
万
葉
歌
を
思
わ

せ
る
。
ま
た
、
別
れ
の
場
に
あ
る
「
松
」
は
掛
詞
で
「
待
つ
」
の
意
を
暗
示
さ

せ
る
。
そ
し
て
末
尾
で
は
、十
和
田
湖
を
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
に
見
立
て
る
の
で
あ
る
。

ガ
リ
ラ
ヤ
湖
の
湖
畔
に
は
、
多
く
の
キ
リ
ス
ト
教
の
聖
地
が
存
在
す
る
。
例
え

ば
湖
畔
近
く
の
山
上
に
建
つ
「
山
上
の
垂
訓
教
会
」
は
、
キ
リ
ス
ト
が
三
年
間

を
過
ご
し
、
こ
の
地
の
漁
師
た
ち
に
福
音
を
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
奇
跡
を
起
こ
し

た
こ
と
か
ら
祝
福
の
山
と
呼
ば
れ
て
い
る
。
十
和
田
湖
を
「
ガ
リ
ラ
ヤ
湖
」
に

見
立
て
、
詩
「
一
つ
の
巌
窟
」
で
「
海
の
聖
母
」
を
詠
ん
だ
よ
う
に
、
十
和
田

湖
は
湖
岸
に
住
む
人
々
に
祝
福
を
も
た
ら
す
聖
地
と
見
た
の
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
教
え
を
説
く
コ
ル
ジ
ェ
霊
父
と
別
れ
た
後
に
二
首
の
短
歌
を
詠
む
。

　

久
に
し
て
会
ひ
し
も
今
は
み
を
し
へ
を
伝
へ
む
た
め
に
共
に
別
る
ゝ

　

別
る
ゝ
も
心
は
常
に
相
ひ
会
は
む
清
く
操
を
変
へ
ぬ
松
か
げ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
秋
田
山
形
新
潟
巡
講
記
（
一
）」
掲
載
）

　

さ
ら
に
、
発
荷
峠
を
登
り
な
が
ら
十
和
田
湖
を
振
り
返
り
、
二
人
の
乗
っ
て

い
る
発
動
機
船
を
見
て
、
次
の
短
歌
を
詠
む
。

　
　

遠
く
行
く
船
の
か
げ
を
ば
見
送
れ
ば
雨
は
涙
と
ま
が
ふ
な
り
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
秋
田
山
形
新
潟
巡
講
記
（
一
）」
掲
載
）

発
荷
峠
は
、
海
抜
千
九
百
五
十
尺
、
し
か
も
な
か
な
か
急
で
あ
る
か
ら
登
る

の
に
容
易
で
は
な
い
。
そ
の
峠
か
ら
湖
上
を
見
返
り
、英
国
の
詩
人
ア
ー
サ
ー
・
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シ
モ
ン
ズ
の
歌
っ
た
と
こ
ろ
の
「
フ
イ
ン
バ
ラ
の
森
」
と
い
う
詩
を
思
い
起
し

て
い
る11
注

。
そ
し
て
、「
そ
の
詩
は
、
湖
水
も
歌
つ
て
あ
つ
た
か
ら
で
あ
る
。
北

岸
に
は
落
葉
松
の
林
が
黒
く
繁
つ
て
、
恰
も
泰
西
の
名
画
を
見
る
様
で
あ
つ

た
」
と
い
う11
注

。
安
部
宙
之
介
に
よ
る
と
露
風
は
、明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）

十
二
月
頃
に
「
目
白
の
大
通
り
の
書
店
で
青
い
表
紙
の
一
九
〇
五
年
版
の
ア
ー

サ
ー
・
シ
モ
ン
ズ
訳
『
ボ
ー
ド
レ
ー
ル
の
散
文
詩
』
を
見
い
出
し
て
愛
読
し
て

い
た
と
い
う11
注

。
峠
か
ら
十
和
田
湖
の
景
を
眺
め
シ
モ
ン
ズ
の
詩
を
想
起
し
て
、

西
洋
の
名
画
を
見
る
よ
う
で
あ
っ
た
と
す
る
背
景
に
、
流
行
で
あ
っ
た
象
徴
主

義
に
よ
る
シ
モ
ン
ズ
へ
の
傾
倒
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

そ
の
こ
と
は
、
露
風
が
シ
モ
ン
ズ
に
関
し
て
述
べ
た
次
の
こ
と
で
明
ら
か
で

あ
る11
注

。
　

ウ
ィ
リ
ヤ
ム
・
バ
ト
ラ
ア
・
イ
エ
ー
ツ
と
親
友
で
あ
り
、
共
に
英
国
の

象
徴
詩
派
運
動
に
尽
力
し
た
ア
ー
サ
ー
・
シ
モ
ン
ズ
は
、
特
殊
な
よ
い
詩

を
書
く
詩
人
で
あ
る
。
彼
は
、
彼
自
身
の
気
禀
に
よ
っ
て
、
独
自
の
象
徴

詩
の
世
界
を
把
持
し
た
。
強
い
て
彼
の
詩
と
似
た
芸
術
を
求
め
る
と
、
画

家
の
ホ
イ
ス
ラ
ー
の
作
品
で
あ
る
。『
十
時
』
の
著
者
で
あ
る
此
画
家
は
、

黄
昏
の
気
分
を
描
い
て
、
幽
か
な
新
し
い
東
洋
主
義
の
美
を
西
欧
の
近
代

に
齎
ら
し
た
人
で
あ
る
。
シ
モ
ン
ズ
の
詩
は
気
分
に
富
む
。
其
の
気
分
は

柔
ら
か
で
、
靄
の
や
う
で
あ
る
。
且
つ
又
哀
傷
的
で
あ
る
。
そ
の
哀
傷
は

勿
論
抒
情
で
あ
る
け
れ
ど
も
、
気
分
に
包
ま
れ
て
ゐ
る
と
こ
ろ
の
哀
傷
で

あ
る
。

（
２
）
大
湯
村
に
お
け
る
作
品

発
荷
峠
を
登
っ
て
、
見
返
り
茶
屋
か
ら
は
自
動
車
で
二
時
間
ほ
ど
を
経
て
、

午
後
も
遅
く
に
大
湯
村
の
谷
地
健
五
郎
宅
に
着
く
。
彼
は
、
早
稲
田
大
学
の
同

窓
で
あ
り
、
鹿
角
郡
の
農
会
長
を
務
め
る
な
ど
の
名
望
家
で
あ
る
。
そ
の
谷
地

家
の
庭
に
お
い
て
、
芭
蕉
の
「
月
日
は
百
代
の
過
客
…
…
」（『
奥
の
細
道
』）

の
一
節
を
思
わ
せ
る
次
の
詩
を
詠
む
。

　
　

陸
奥
に
、
花
は
咲
け
ど
も

　
　

皐
月
、
今
過
ぎ
て
行
く
な
り

　
　

我
も
亦
、
時
を
惜
み
て

　
　

過
ぎ
て
行
く
旅
人
な
り

　
　
　
　
　
　
　
　
（「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
七
）」
掲
載
）

　

二
日
目
、
村
の
名
所
で
あ
る
古
城
跡
、
山
寺
、
水
力
発
電
所
を
見
て
回
り
、

温
泉
に
入
っ
た
あ
と
、
庭
の
紅
い
躑
躅
と
白
い
躑
躅
と
が
五
月
雨
に
濡
れ
る
の

を
観
る
。
こ
の
日
、
五
月
雨
に
十
一
句
を
作
る
。

　
　

五
月
雨
や
古
城
の
石
の
蝸
牛

　
　

五
月
雨
の
蓑
は
案
山
子
の
初
め
か
な

　
　

水
無
月
は
名
の
み
に
て
降
る
五
月
雨
よ

　
　

さ
み
だ
れ
を
洩
さ
ぬ
深
き
青
葉
か
な

　
　

五
月
雨
や
み
ち
の
し
る
べ
に
幾
十
年

　
　

さ
み
だ
る
ゝ
小
田
に
歩
め
る
人
は
絵
ぞ

　
　

五
月
雨
や
古
書
を
載
せ
た
る
文
机

　
　

藁
屋
根
に
生
た
る
草
に
梅
雨
か
な

　
　

五
月
雨
や
峠
の
見
ゆ
る
山
の
村

　
　

湯
の
宿
の
外
は
梅
雨
降
る
八
ツ
手
哉

　
　

五
月
雨
に
声
の
幽
け
し
閑
古
鳥
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（「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
八
）」
掲
載
）

　

三
日
目
の
朝
、
毛
馬
内
町
に
出
発
す
る
に
あ
た
り
、
谷
地
家
の
家
族
と
別
れ

を
惜
し
ん
で
、
次
の
俳
句
を
作
る
。

　
　

陸
奥
に
花
散
ら
ぬ
間
の
別
れ
か
な

（「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
八
）
掲
載
）

（
３
）
毛
馬
内
町
に
お
け
る
作
品

大
湯
村
に
二
日
間
滞
在
し
て
い
る
間
に
、
六
月
に
な
っ
た
。
自
動
車
で
次
の

目
的
地
の
毛
馬
内
町
に
到
着
し
た
。
そ
の
時
の
歌
で
あ
る
。

　

む
つ
の
旅
し
て
く
れ
ば
夏
と
な
り
な
ほ
八
重
の
花
盛
り
な
る
か
も

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
秋
田
山
形
新
潟
巡
講
記
（
一
））」
掲
載
）

毛
馬
内
町
の
天
主
公
教
会
に
は
、
プ
ー
ル
霊
父
が
い
る
。
神
言
会
に
属
し
た

ド
イ
ツ
人
で
身
体
は
小
さ
く
、
細
面
で
髭
が
あ
り
、
極
め
て
温
厚
な
方
で
あ
る
。

幼
稚
園
を
経
営
し
て
い
る
教
会
は
立
派
で
は
な
い
が
、
プ
ー
ル
霊
父
は
伝
道
に

な
か
な
か
熱
心
で
あ
る
。
そ
の
霊
父
を
詠
ん
だ
短
歌
で
あ
る
。

　

は
る
か
な
る
地
に
も
教
は
ひ
ろ
ま
り
ぬ
誠
を
つ
く
す
神
父
の
あ
れ
ば

（「
秋
田
山
形
新
潟
巡
講
記
（
一
）」
掲
載
）

毛
馬
内
町
の
宿
泊
先
で
あ
る
布
留
家
の
庭
に
お
い
て
、「
私
は
、
庭
の
木
々

の
新
緑
が
鮮
か
に
目
に
映
つ
た
。
此
の
日
は
六
月
二
日
、
既
に
初
夏
で
あ
る
か

ら
、
こ
の
色
が
あ
る
の
で
あ
る
」
と
思
い
、
次
の
一
句
を
詠
む1注
注

。

　
　

六
月
や
水
の
滴
た
る
青
葉
蔭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
八
）」
掲
載
）

ま
た
、
布
留
君
に
案
内
さ
れ
て
近
く
を
散
策
す
る
途
中
、
元
士
族
の
家
の
庭

か
ら
毛
馬
内
富
士
を
望
み
、「
こ
の
庭
の
青
若
葉
の
枝
越
し
に
毛
馬
内
富
士
を

見
る
の
は
、
更
に
興
趣
が
あ
り
ま
す
ね
」
と
感
嘆
し
て
、
三
首
の
短
歌
を
詠

む11
注

。

　
　

み
ち
の
く
に
我
越
え
く
れ
ば
甲
斐
が
根
と
ま
が
ふ
く
す
し
き
山
こ
そ
見
ゆ
れ

　
　

瑠
璃
鳥
の
棲
ま
へ
る
峰
に
初
な
つ
の
光
輝
く
妙
に
こ
そ
あ
れ

　
　

古
き
城
廃
れ
た
れ
ど
も
毛
馬
内
の
富
士
は
雄
々
し
く
と
は
に
聳
ゆ
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
九
）」
掲
載
）

そ
こ
を
出
て
、
毛
馬
内
の
古
城
址
に
至
る
。「
山
の
上
に
平
地
が
あ
っ
て
広

濶
で
樹
木
が
よ
く
茂
り
、
門
址
を
残
す
。
折
り
か
ら
閑
古
鳥
が
、
か
つ
こ
う

〳
〵
と
鳴
く
」
と
い
う
自
然
の
風
物
に
親
し
み
、
短
歌
を
詠
む11
注

。

　
　

誰
に
か
も
聴
か
す
る
古
き
城
跡
の
青
葉
が
く
れ
に
鳴
く
閑
古
鳥

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
九
）」
掲
載
）

ま
た
、
城
址
に
立
っ
て
い
る
う
ち
に
詩
情
を
覚
え
て
詩
を
吟
じ
て
い
る
。
桜

が
盛
り
の
城
址
か
ら
周
囲
を
眺
め
て
懐
古
の
情
に
駆
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
城
を

守
っ
た
猛
き
も
の
の
ふ
で
あ
り
、
千
年
も
昔
に
京
か
ら
公
郷
が
毛
馬
内
町
に
来

た
と
伝
え
ら
れ
て
能
・
謡
曲
に
「
錦
木
」
と
し
て
語
り
継
が
れ
、歌
枕
に
も
な
っ
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て
い
る
悲
恋
物
語
「
錦
木
塚
伝
説
」
で
あ
る
。

　
　
　
「
毛
馬
内
城
址
に
立
ち
て
」

水
無
月
の
若
葉
茂
り
て
、

　
　

覆
ひ
た
る
古
城
の
石
に
、

　
　

我
れ
手
を
ば
当
て
ゝ
佇
み
、

　
　

静
か
な
る
辺
り
を
眺
め
、

　
　

古
を
偲
び
居
た
れ
ば
、

　
　

閑
古
鳥
遠
く
に
鳴
き
て
、

　
　

其
の
声
は
山
に
響
け
り
。

　
　

山
彦
の
返
す
声
を
ば
、

　
　

懐
か
し
み
、
深
山
に
入
り
て
、

　
　

大
空
を
仰
ぎ
、
匂
へ
る
、

　
　

石
楠
の
花
を
眺
め
つ
、

　
　

青
葉
蔭
立
ち
て
暫
し
は
、

　
　

世
の
事
も
忘
れ
果
て
た
る
、

　
　

今
日
の
夏
の
初
め
よ
ろ
し
き
。

　
　

其
昔
、
城
を
守
り
し
、

　
　

武
夫
は
毛
馬
内
富
士
を
、

　
　

仰
ぎ
つ
ゝ
、
十
和
田
湖
の
岸
に
、

　
　

馬
進
め
、
遠
乗
り
な
し
て
、

　
　

鷹
狩
を
な
し
た
り
と
聞
く
、

　
　

此
城
の
主
の
の
裔
と
、

　
　

我
れ
は
立
ち
語
り
て
あ
り
き
。

　
　
「
あ
ゝ
君
よ
、
北
の
日
本
の
、

　
　

武
夫
は
猛
か
り
し
か
ど
、

　
　

今
、
君
の
語
る
を
聞
け
ば
、

　
　

風
流
の
節
も
あ
り
し
と
、

　
　

覚
え
つ
ゝ
我
は
懐
か
し
」

　
　

我
は
斯
く
言
へ
る
に
彼
は

　
　

尚
言
へ
り
、
昔
思
ひ
て
―

　
　
「
我
れ
幼
か
り
し
時
に
、

　
　

祖
父
よ
り
聞
き
し
こ
と
に
は
、

　
　

城
に
て
は
月
見
の
折
に
、

　
　

笛
吹
き
て
舞
も
見
た
り
と
」

　
　

そ
を
聞
き
て
我
思
へ
ら
く
―

　
　
「
錦
木
の
塚
の
あ
る
に
は

　
　

都
よ
り
来
し
人
あ
ら
む
」

　
　

世
に
も
哀
れ
の
錦
木
の
、

　
　

物
語
り
を
ば
残
し
た
る
、

　
　

此
処
に
は
笛
の
音
を
聞
か
ず
、

　
　

月
日
は
過
ぎ
て
千
余
年
、

　
　

我
れ
の
来
り
て
弔
ふ
は
、

　
　

い
か
な
る
宿
世
か
あ
る
な
ら
む
、

　
　

僅
か
に
残
る
石
と
樹
よ
。
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春
過
ぎ
夏
は
来
れ
る
に
、

　
　

八
重
の
桜
は
盛
り
に
て
、

　
　

若
葉
に
ま
じ
る
美
し
き
、

　
　

眺
め
を
見
つ
ゝ
心
只
、

　
　

懐
古
の
情
に
駆
ら
れ
つ
ゝ
、

　
　

我
れ
は
暫
し
を
毛
馬
内
の
、

　
　

城
の
跡
に
は
立
ち
に
け
り
。（「

北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
二
十
）」
掲
載
）

　

古
城
址
に
立
っ
て
「
古
城
」
か
ら
「
武
夫
」
や
「
錦
木
塚
伝
説
」
を
連
想
し
、

季
節
の
推
移
と
盛
者
必
衰
を
詠
む
の
で
あ
る
。

　

同
時
に
詠
ん
だ
、
次
の
短
歌
に
は
、
そ
の
無
常
な
る
も
の
が
鮮
明
に
表
わ
れ

て
い
る
。

　
　
　
「
歌
」

　
　

も
の
ゝ
ふ
の
綴
の
音
は
聞
か
ず
し
て
た
だ
盛
り
な
る
八
重
桜
観
る

　
　

八
重
桜
今
盛
り
に
て
も
の
ゝ
ふ
の
命
は
花
と
散
り
去
り
に
け
り

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
二
十
）」
掲
載
）

　

城
址
か
ら
別
の
道
を
下
り
、布
留
家
の
庭
の
上
方
斜
面
に
あ
る
梨
畑
に
出
る
。

そ
の
梨
畑
の
中
に
立
ち
、
備
前
閑
谷
の
梨
畑
を
思
い
、
ま
た
懐
旧
の
情
に
絶
え

ず
し
て
少
年
時
代
に
作
っ
た
詩
を
朗
吟
す
る
。

「
若
き
梨
の
実
」

若
葉
の
頃
を
梨
の
実
の

　
　

風
に
落
つ
る
を
防
が
ん
と

村
の
娘
が
三
人
、
四
人

紙
の
袋
を
被
せ
る
か
な

た
と
は
ゞ
小
児
可
愛
盛
り
の

し
ほ
ら
し
如
く
若
き
実
は

こ
と
〴
〵
頭
か
く
し
て
は

可
笑
し
き
ふ
り
に
袋
被
る
。

か
く
て
真
昼
を
夏
の
熱
に

傷
つ
き
も
せ
ず
生
立
ち
て

頃
、
秋
涼
に
入
ら
ん
時

袋
よ
、
や
が
て
除
か
れ
む
。

（
十
月
、
熟
れ
て
甘
し
実
の

秋
を
誇
り
の
瑞
々
と

枝
も
た
わ
ま
ば
市
に
も
売
る
）
と

畑
の
主
が
楽
げ
や
。

さ
ば
若
き
実
よ
、
甘
き
に
は

寄
り
来
る
虫
も
多
か
る
に

む
し
ば
み
除
け
て
百
日
を

た
だ
其
の
ま
ゝ
に
袋
被
て
あ
れ
。

（『
夏
姫
』
血
夕
会
、
明
治
三
十
八
年
、「
北
日
本
の
旅

と
自
然
と
（
二
一
）」
掲
載
）
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露
風
少
年
の
目
に
は
、
若
き
「
梨
の
実
」
と
「
村
の
娘
」
が
重
な
っ
て
映
っ

た
の
で
あ
ろ
う
。
両
者
は
や
が
て
成
熟
期
に
は
、
人
の
手
に
渡
る
の
で
あ
る
。

少
年
期
の
甘
く
少
し
悲
し
い
詩
の
思
い
出
で
あ
る
。

（
４
）
尾
去
沢
鉱
山
事
務
所
に
お
け
る
作
品

小
坂
町
の
実
科
高
等
女
学
校
で
講
演
し
た
翌
日
、
毛
馬
内
町
か
ら
自
動
車
で

尾
去
沢
鉱
山
事
務
所
に
行
く
。
講
堂
で
二
百
人
程
の
事
務
員
及
び
そ
の
家
族
等

の
た
め
に
講
演
す
る
。
鉱
山
事
務
所
か
ら
見
る
風
景
に
つ
い
て
、「
窓
外
を
見

る
と
、
山
の
翠
緑
滴
た
る
ば
か
り
に
て
、
躑
躅
の
紅
き
花
が
山
に
多
く
あ
る
。

甚
だ
好
風
景
で
あ
る
。
…
客
室
よ
り
前
記
の
緑
林
を
眺
む
る
に
余
り
好
風
光
で

あ
る
か
ら
、
暫
く
立
ち
も
去
り
や
ら
ず
眺
め
て
ゐ
た
」
と
語
っ
て
い
る11
注

。
一
泊

し
た
翌
朝
、
人
々
の
別
れ
を
惜
し
む
に
感
じ
、
帽
を
振
っ
て
自
動
車
に
乗
り
帰

り
去
っ
た
。
そ
の
時
に
作
っ
た
俳
句
で
あ
る
。

朝
靄
の
つ
ゝ
め
る
山
の
躑
躅
か
な

　
　

み
ち
の
く
や
霞
め
る
山
の
遅
き
春

（「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿
三
）」
掲
載
）

五
、
秋
田
市
に
お
け
る
作
品

　

翌
朝
、
秋
田
市
へ
出
発
す
る
。
秋
田
鉄
道
の
毛
馬
内
停
車
場
か
ら
大
館
駅
に

て
奥
羽
線
に
乗
り
換
え
、
夕
方
に
秋
田
駅
に
到
着
す
る
。

（
１
）
妻
仲
子
宛
の
「
秋
田
市
よ
り
の
は
が
き
」
に
記
さ
れ
て
い
た
作
品

　

宿
泊
先
に
鹿
角
郡
大
湯
村
の
谷
地
健
五
郎
君
が
、
妻
仲
子
の
手
紙
を
持
参
し

て
来
て
く
れ
た
。
な
つ
か
し
く
読
み
、
思
い
が
け
な
い
こ
と
で
あ
っ
た
の
で
大

層
喜
ぶ
。
そ
し
て
、
秋
田
市
よ
り
妻
仲
子
に
大
場
村
か
ら
毛
馬
内
町
、
尾
去
沢
、

小
坂
町
で
講
演
し
た
こ
と
や
八
日
に
秋
田
市
を
立
っ
て
山
形
市
に
行
く
こ
と
な

ど
、
近
況
を
知
ら
せ
る
葉
書
を
出
す
。

そ
の
葉
書
に
記
し
、
次
の
一
首
を
贈
る
。

　
　

雲
の
峰
盛
り
に
い
で
て
初
夏
の
こ
ゝ
ち
こ
そ
す
れ
麦
は
丈
の
び

　
　
　
　
　
　
　

大
正
十
五
年
五
月　

仲
子
殿

（「
書
簡
集
」『
三
木
露
風
全
集　

第
二
巻
』
所
収
）

（
２
）
秋
田
城
址
公
園
に
お
け
る
作
品

六
月
五
日
午
後
五
時
、
秋
田
駅
に
到
着
。
翌
日
午
前
中
、
ヨ
ゼ
フ
・
ラ
イ
ネ

ル
教
区
長
と
秋
田
城
址
公
園
を
散
歩
す
る
。
そ
の
公
園
の
情
景
に
つ
い
て
、「
内

堀
に
蓮
が
あ
る
。
坂
の
横
に
は
数
百
年
を
経
た
老
松
が
林
立
し
て
い
る
。
流
石

は
大
藩
丈
あ
つ
て
城
趾
が
大
き
く
、
毛
馬
内
城
趾
の
比
で
は
な
い
。
老
松
の
多

い
の
に
も
昔
を
語
る
の
も
が
あ
る
」
と
感
嘆
し
て
い
る11
注

。
そ
の
時
に
作
っ
た
俳

句
で
あ
る
。

涼
風
や
松
に
昔
を
偲
ぶ
城（「

北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿
七
）」
掲
載
）

（
３
）
秋
田
城
址
公
園
に
て
作
り
、
県
立
師
範
学
校
長
に
揮
毫
し
た
作
品

さ
ら
に
公
園
の
奥
に
到
っ
て
ベ
ン
チ
に
腰
掛
け
た
。そ
の
眺
望
に
つ
い
て「
そ

こ
か
ら
は
、
遠
く
迄
よ
く
見
え
た
。
八
郎
潟
が
青
い
色
を
刷
い
た
や
う
に
見
え
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る
。
そ
れ
か
ら
西
の
方
に
雄
物
川
が
見
え
る
。
尚
秋
田
の
良
米
を
産
す
る
田
が

東
北
の
方
に
広
々
と
見
渡
さ
れ
た
。
尚
又
勿
論
秋
田
市
街
は
、
よ
く
見
え
た
。

実
に
佳
景
で
あ
る
。
秋
田
の
特
色
の
一
つ
と
し
て
は
風
光
明
媚
を
挙
げ
る
こ
と

が
能
き
る
」
と
賛
美
し
て
い
る11
注

。
そ
の
時
に
作
っ
た
の
が
、
次
の
歌
で
あ
る
。

八
郎
潟
遥
か
に
見
え
て
は
つ
な
つ
の
日
に
か
が
や
け
る
青
き
ひ
と
い
ろ

（「
秋
田
山
形
新
潟
巡
講
記
（
一
）」
掲
載
、「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿

八
）」
に
は
、「
青
の
ひ
と
い
ろ
」
と
し
て
掲
載
）

　

そ
の
日
の
午
後
六
時
か
ら
一
般
市
民
の
た
め
の
講
演
を
秋
田
県
立
図
書
館
の

講
堂
で
し
た
。
終
了
後
に
教
会
に
帰
っ
て
い
る
と
講
演
を
聴
い
て
い
た
秋
田
県

立
師
範
学
校
の
和
田
喜
八
郎
校
長
が
訪
問
し
て
来
た
。
そ
し
て
求
め
ら
れ
て
画

帳
に
、
右
の
短
歌
を
揮
毫
し
た
。

六
、
山
形
県
山
寺
立
石
寺
に
お
け
る
作
品

　

六
月
八
日
、
秋
田
停
車
場
か
ら
汽
車
に
乗
り
、
山
形
市
に
到
着
す
る
。
翌
日

の
朝
、
立
石
寺
の
勝
景
を
見
る
た
め
、
フ
リ
ー
ゼ
霊
父
と
山
形
高
等
学
校
の
守

屋
教
授
、
そ
の
他
信
者
諸
氏
と
共
に
、
自
動
車
に
乗
っ
て
向
か
っ
た
。
や
が
て

山
の
麓
に
着
く
。
そ
し
て
日
蓮
の
像
と
噴
水
を
前
に
し
て
三
句
を
作
る
。

銅
像
に
影
し
づ
か
な
る
青
葉
か
な

　
　

絶
間
無
き
噴
水
の
音
夏
光
る

　
　

麓
に
て
山
を
仰
げ
ば
夏
の
空

（「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
三
十
）」
掲
載
）

こ
の
時
の
情
景
に
つ
い
て
、「
広
き
平
地
が
一
ケ
所
在
つ
て
、
そ
こ
に
日
蓮

の
銅
像
が
あ
る
。
甚
だ
大
な
る
物
で
あ
る
。
又
、
噴
水
が
あ
つ
て
、
高
く
水
を

噴
き
上
げ
、
其
の
水
が
、
し
た
ゝ
り
落
つ
る
音
、
静
寂
な
る
空
気
を
破
つ
て
響

く
。
其
の
玉
簾
を
な
し
て
落
く
る
噴
水
に
、日
光
の
輝
い
て
ゐ
る
の
が
美
し
い
」

と
記
し
て
い
る11
注

。

　

さ
ら
に
山
路
を
進
み
、
松
尾
芭
蕉
の
句
碑
を
見
る
。

　
　

静
か
さ
や
岩
に
し
み
入
る
蝉
の
声

そ
の
時
の
こ
と
を
「『
あ
ゝ
尊
し
』
と
想
ひ
て
、
私
は
、
腰
を
か
が
め
て
、

句
碑
を
見
る
」
と
記
し
、「
私
は
、
年
久
し
く
『
静
か
さ
や
』
の
句
を
愛
誦
し

て
ゐ
た
が
、
今
、
此
の
句
の
詠
ぜ
ら
れ
た
地
に
来
つ
て
親
し
く
、
其
句
を
味
は

ふ
の
は
、
何
た
る
清
興
ぞ
や
と
思
ふ
」
と
、
俗
事
を
離
れ
た
山
寺
を
訪
れ
風
雅

な
遊
び
を
楽
し
む
心
地
で
あ
る
と
述
べ
る11
注

。
そ
し
て
手
向
け
の
俳
句
を
作
る
。

古
人
句
あ
り
山
径
幽
に
夏
涼
し

 

（「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
三
十
）」
掲
載
）

そ
こ
で
、「
一
行
の
人
々
も
私
と
共
に
皆
、
芭
蕉
翁
の
句
碑
の
傍
ら
に
寄
つ

て
眺
め
て
ゐ
る
。
此
の
道
あ
れ
ば
こ
そ
、
永
久
に
名
と
句
が
伝
わ
る
。
誠
、
有

難
き
は
風
雅
の
道
で
あ
る
。
芭
蕉
翁
の
残
せ
る
只
一
句
も
、
現
代
人
の
わ
れ

〳
〵
の
胸
に
響
く
の
で
あ
る
」
と
感
慨
に
ふ
け
る
の
で
あ
る11
注

。

芭
蕉
へ
の
追
慕
の
念
は
強
く
、
芭
蕉
ゆ
か
り
の
地
で
あ
る
平
泉
中
尊
寺
や
近

江
義
仲
寺
を
訪
ね
て
詩
や
短
歌
を
作
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
一
九
〇
〇
年
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代
の
象
徴
主
義
移
入
期
の
芭
蕉
再
評
価
の
流
れ
と
も
関
わ
っ
て
い
る
。
こ
の
当

時
芭
蕉
は
、
野
口
米
次
郎
や
浦
原
有
明
な
ど
近
代
の
作
家
に
広
く
評
価
さ
れ

た11
注

。そ
の
流
れ
に
お
い
て
露
風
は
、
象
徴
思
想
と
手
法
が
芭
蕉
か
ら
来
て
い
る
こ

と
を
自
ら
再
三
語
っ
て
い
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
明
治
四
十
五
年
六
月
八
日
付

の
内
海
泡
沫
宛
て
の
書
簡
に
あ
る1注
注

。

　

こ
の
頃
は
古
人
芭
蕉
の
生
涯
を
深
く
追
慕
致
居
候
、
時
代
こ
そ
異
な
れ

芭
蕉
の
感
じ
詠
じ
た
る
世
界
は
近
代
の
象
徴
詩
派
の
真
髄
に
も
深
く
通
ふ

と
こ
ろ
有
之
我
国
に
於
て
は
如
斯
詩
人
は
他
に
比
儔
を
見
出
し
兼
申
候
、

も
と
よ
り
近
代
の
象
徴
派
の
起
因
す
る
と
こ
ろ
文
明
・
爛
熟
の
精
神
的
廃

頽
に
あ
り
て
、
我
古
人
の
場
合
と
は
甚
し
く
面
様
を
異
に
致
し
候
へ
共

そ
の
厭
世
的
に
し
て
常
に
沈
黙
を
愛
す
る
こ
と
に
於
て
は
毫
も
択
ば
ず
、

た
ゞ
芭
蕉
に
於
て
は
東
洋
的
の
色
彩
を
帯
び
居
れ
る
の
み
、
そ
の
作
品
が

情
調
を
尊
び
暗
示
黙
想
を
喜
び
、
魂
を
浮
動
の
状
態
に
お
く
等
の
諸
点
は

確
か
に
象
徴
の
真
髄
に
通
ふ
と
こ
ろ
多
大
な
り
と
存
候
。

そ
し
て
「
西
行
や
芭
蕉
は
、
以
後
益
々
、
読
ま
れ
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
」
と
い

い11
注

、
芭
蕉
の
世
界
に
象
徴
性
を
発
見
し
「
象
徴
は
山
岳
と
共
に
古
し
な
ぞ
と
云

ふ
大
ざ
っ
ぱ
な
こ
と
で
な
く
、
其
文
学
精
神
は
、
立
派
な
象
徴
文
学
と
し
て
存

在
し
て
来
た
の
で
あ
る
。
芭
蕉
が
新
し
い
俳
風
を
開
い
て
、
正
風
を
名
づ
け
た

其
の
正
風
と
い
ふ
体
を
考
へ
て
見
る
と
、
当
時
、
芭
蕉
の
胸
に
往
来
し
た
の
は

此
精
神
だ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
詩
の
幽
玄
体
は
即
ち
今
日
で
い
ふ
象
徴
体
で

あ
る
」
と
し
、「
日
本
に
於
け
る
象
徴
の
精
神
が
芭
蕉
や
雪
舟
や
光
琳
に
な
っ

て
ゐ
る
こ
と
は
毫
し
も
怪
む
に
足
り
な
い
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る11
注

。

七
、
お
わ
り
に

東
北
巡
講
の
旅
は
、
三
つ
の
目
的
が
あ
っ
た
。
そ
れ
に
つ
い
て
「
友
人
を
訪

問
す
る
事
を
も
兼
ね
て
各
県
の
講
演
の
約
束
を
果
た
す
た
め
」
と
、「
盛
岡
や

秋
田
や
山
形
、
そ
の
他
の
地
方
か
ら
度
々
講
演
の
依
頼
を
受
け
て
い
た
が
、
長

ら
く
行
け
ず
に
い
た
と
こ
ろ
、
東
京
に
於
け
る
仕
事
も
一
段
落
を
告
げ
た
の
で

自
然
を
観
る
為
を
兼
ね
て
旅
行
す
る
事
に
し
た
」と
説
明
し
て
い
る11
注

。
つ
ま
り
、

講
演
の
約
束
を
果
た
す
こ
と
が
主
で
あ
り
、
友
人
を
訪
問
す
る
こ
と
、
自
然
を

観
る
こ
と
を
兼
ね
る
旅
で
あ
っ
た
。

露
風
は
、
二
十
日
間
の
旅
に
お
い
て
講
演
十
五
回
、
座
談
会
と
談
話
会
各
一

回
、
お
話
二
回
、
合
計
十
九
回
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
テ
ー
マ
の
ほ
と
ん
ど
は
、

「
宗
教
と
文
学
」
な
ど
カ
ト
リ
ッ
ク
の
信
仰
に
関
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
あ
る

意
味
で
、
宣
教
の
た
め
の
「
巡
講
」
の
旅
で
あ
っ
た
と
言
え
る
。

教
会
関
係
の
依
頼
は
、
新
潟
教
区
長
ヨ
ゼ
フ
ラ
イ
ネ
ル
ス
哲
学
博
士
か
ら
秋

田
市
に
行
く
こ
と
の
委
嘱
を
受
け
て
い
た
と
こ
ろ
に
、
青
森
県
三
本
木
天
主
公

教
会
の
コ
ル
ヂ
ェ
霊
父
か
ら
も
手
紙
が
き
て
、
さ
ら
に
秋
田
県
毛
馬
内
天
主
公

教
会
の
プ
ー
ル
霊
父
か
ら
も
依
頼
、
最
後
に
コ
ル
ヂ
ェ
霊
父
か
ら
の
紹
介
で
盛

岡
天
主
公
教
会
の
ド
シ
ェ
霊
父
か
ら
で
あ
っ
た11
注

。

ま
た
、
友
人
か
ら
の
依
頼
は
、
早
稲
田
大
学
の
同
窓
で
あ
り
秋
田
県
鹿
角
郡

大
湯
村
で
郡
農
会
長
を
し
て
い
る
谷
地
健
五
郎
か
ら
で
あ
る
。

友
人
・
知
人
訪
問
は
、
盛
岡
で
は
県
警
察
部
長
の
欠
畑
右
兵
衛
（
カ
ト
リ
ッ

ク
信
者
）、三
本
木
で
は
酒
造
元
で
名
士
の
三
浦
萬
之
助
（
カ
ト
リ
ッ
ク
信
者
）、

鹿
角
郡
大
湯
村
で
谷
地
健
五
郎
と
元
東
京
市
役
所
勤
務
の
汲
川
隆
敏
、
毛
馬
内

町
で
は
昔
の
士
族
で
幼
稚
園
経
営
者
の
布
留
君
、
秋
田
市
で
は
ヨ
ゼ
フ
・
ラ
イ
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ネ
ル
教
区
長
、
白
川
伝
教
士
、
山
形
市
で
は
山
形
高
等
学
校
の
森
谷
教
授
（
カ

ト
リ
ッ
ク
信
者
）
な
ど
の
人
々
で
あ
り
、
再
会
し
て
親
交
を
深
め
て
い
る
。

講
演
の
テ
ー
マ
、
教
会
か
ら
の
依
頼
、
さ
ら
に
は
訪
問
し
た
友
人
・
知
人
の

ほ
と
ん
ど
が
カ
ト
リ
ッ
ク
信
仰
者
で
あ
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、「
東
北
巡
講
」

の
旅
は
、
カ
ト
リ
ッ
ク
の
教
え
を
広
め
る
旅
と
言
え
よ
う
。
そ
れ
は
、
長
詩
篇

『
天
父
と
閑
古
鳥
』
に
、「
吾
今　

御
旨
の
ま
に
ま
に
ぞ
／
聖
教
伝
ふ
べ
く
来
た

り
／
北
の
陸
奥
、
盛
岡
や
／
此
処
翠
緑
の
三
本
木
」（
二
〇
）、「
征
旅
の
如
く

に
語
り
た
り
／
人
々
の
為
、
神
の
た
め
／
み
教
え
弘
め
て
か
た
り
け
り
／
か
く

て
ぞ
、
詩
の
寵
、
今
ぞ
得
し
」（
二
一
）
と
表
現
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
言

え
る
。

こ
の
旅
に
お
け
る
作
品
は
、
詩
七
篇
（
二
篇
は
回
想
）、
短
歌
二
十
二
首
、

俳
句
二
十
句
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
『
三
木
露
風
全
集
』
や
作
品
集
な
ど
に
収
め

ら
れ
て
い
る
も
の
は
、詩
四
篇（
二
篇
は
回
想
）、「
湖
上
に
て
」の
短
歌
四
首
、「
妻

仲
子
宛
て
」
短
歌
一
首
で
あ
り
、
ほ
と
ん
ど
の
作
品
は
初
出
の
ま
ま
で
見
い
出

さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

露
風
の
東
北
巡
講
の
旅
に
お
け
る
作
品
、
特
に
短
歌
や
俳
句
は
、
比
較
的
に

明
解
な
も
の
が
多
い
。
そ
れ
は
、
旅
日
記
的
な
紀
行
文
と
い
う
性
格
も
あ
り
、

ま
た
そ
の
時
の
創
作
事
情
や
感
慨
が
詳
し
く
語
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

作
品
に
は
、
旅
の
目
的
で
あ
っ
た
「
講
演
」
や
「
友
人
」
に
つ
い
て
の
も
の

は
な
い
。
三
本
木
天
主
公
教
会
の
コ
ル
ジ
ェ
霊
父
に
贈
っ
た
『
十
和
田
湖
の
別

れ　

或
る
フ
ラ
ン
ス
人
に
贈
る
』
と
い
う
詩
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

多
く
の
作
品
は
、も
う
一
つ
の
目
的
で
あ
る
「
自
然
を
観
る
こ
と
」
に
関
わ
っ

て
発
想
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
各
地
に
お
け
る
作
品
の
大
半
は
、
そ
の
土
地
の

風
物
に
触
発
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
名
所
旧
跡
や
風
光
明
媚
な
所
に
お
け
る

作
品
で
は
、
そ
の
土
地
の
歴
史
や
伝
説
な
ど
に
関
心
を
寄
せ
て
い
る
。
毛
馬
内

や
秋
田
の
古
城
址
で
は
、
懐
古
の
情
に
駆
ら
れ
、
佳
景
に
富
む
十
和
田
湖
で
は

神
秘
性
を
感
じ
る
。
ま
た
、
日
常
生
活
の
身
近
に
あ
る
庭
や
野
に
お
け
る
作
品

で
は
、目
に
映
る
季
節
の
風
物
が
多
い
。
五
月
は
閑
古
鳥
、五
月
雨
、す
ず
ら
ん
、

つ
つ
じ
、
す
み
れ
、
山
桜
を
詠
み
、
六
月
は
青
葉
、
瑠
璃
鳥
、
八
重
桜
、
し
や

く
な
げ
、
涼
風
、
麦
、
梨
な
ど
を
詠
む
。
こ
の
よ
う
な
自
然
と
自
己
と
が
そ
の

内
面
に
お
い
て
照
応
し
、
一
元
化
す
る
の
で
あ
る
。

　

つ
ま
り
露
風
に
と
っ
て
は
、
こ
れ
ら
す
べ
て
が
天
父
の
恵
み
に
よ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
、
例
え
ば
『
湖
上
に
て
』
の
短
歌
で
「
天
の
神
よ
り
た

ま
ひ
し　

十
和
田
湖
よ　

水
と
わ
か
葉
を　

わ
れ
は
観
て
行
」と
詠
ん
で
い
る
。

ま
た
、
詩
『
一
つ
の
巌
窟
』
に
お
い
て
、
十
和
田
湖
の
屹
立
す
る
巌
峭
の
上
部

に
「
救
い
の
手
を
の
べ
て
憐
む
マ
ド
ン
ナ
」
を
見
る
。
さ
ら
に
、
そ
の
こ
と
は

三
本
木
町
の
野
の
風
景
と
閑
古
鳥
に
寄
せ
て
、
天
父
の
恩
恵
を
テ
ー
マ
と
す
る

長
詩
『
天
父
と
閑
古
鳥
』
に
端
的
に
表
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
は
、「
天
に
ま
し

ま
す
我
が
神
は
／
吾
は
知
ら
ね
ど
、
今
想
ふ
／
其
の
時
日
毎
に
年
毎
に
／
天
よ

り
恵
て
照
ら
さ
れ
ぬ
」（
一
二
）、「
愛
す
る
妻
よ
、
わ
れ
ら
今
／
愛
の
花
園
心

に
は
／
ふ
た
り
し
、
持
ち
て
あ
り
ぬ
る
よ
／
さ
れ
ど
、
そ
の
我
れ
、
汝
を
知
ら

ず
」（
一
八
）、「
汝
れ
知
る
ご
と
く
、
天
の
母
／
父
な
る
大
神
諸
共
に
／
わ
れ

を
抱
き
て
示
し
ま
す
／
春
の
、
御
蒼
穹
と
野
の
緑
」（
二
二
）、「
天
父
の
御
愛

の
い
つ
く
し
み
／
哀
憐
れ
み
給
ふ
聖
心
に
／
つ
か
は
さ
れ
た
る
閑
古
鳥
／
か
な

し
き
愛
の
閑
古
ど
り
」（
四
九
）
な
ど
と
表
現
し
、
コ
ル
ジ
ェ
神
父
や
三
浦
萬

之
助
と
の
交
流
、
愛
妻
モ
ニ
カ
と
の
結
婚
、
春
の
青
空
と
野
の
緑
、
愛
す
る
閑

古
鳥
の
声
、
す
べ
て
が
天
父
の
恩
寵
に
よ
る
も
の
と
受
け
止
め
て
い
る
。

露
風
に
と
っ
て
は
、
自
分
の
全
生
涯
、
ま
た
自
然
の
物
風
や
風
景
、
名
所
旧

跡
ま
で
も
が
、
天
父
の
賜
物
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、「
天
父
の
御
愛

を
懐
ひ
つ
ゝ
／
吾
は
歌
を
ば
作
ら
む
と
／
案
じ
て
歩
み
た
り
け
れ
ど
／
善
き
歌
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と
て
は
無
か
り
け
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
作
品
ま
で
も
が
天
父
の
恵
に
よ
る
も

の
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

露
風
は
自
分
の
創
作
活
動
に
つ
い
て
、「
私
は
、
初
め
、
抒
情
を
以
て
、
詩

を
作
り
初
め
、
後
、
象
徴
詩
に
至
り
、
短
唱
を
作
り
、
更
に
、
宗
教
詩
を
書
く

や
う
に
な
っ
た
」
と
述
べ
て
い
る11
注

。

そ
の
詩
風
に
関
し
て
、
露
風
の
近
代
詩
人
と
し
て
の
到
達
点
と
さ
れ
て
い
る

大
正
二
年
（
一
九
一
三
）
の
第
四
詩
集
『
白
き
手
の
猟
人
』
に
お
い
て
神
秘
主

義
的
象
徴
主
義
と
呼
ば
れ
る
詩
風
が
形
成
さ
れ
、大
正
四
年
（
一
九
一
五
）『
露

風
詩
話
』
が
書
か
れ
た
時
期
に
東
洋
的
汎
神
論
的
自
然
観
と
、
象
徴
詩
観
が
形

成
さ
れ
た
と
指
摘
さ
れ
て
い
る11
注

。

こ
の
東
北
巡
詩
の
旅
に
お
け
る
作
品
は
、
ま
さ
に
、
こ
の
両
者
が
現
わ
れ
て

い
る
と
い
え
よ
う
。
感
覚
や
官
能
に
お
け
る
直
観
的
な
自
然
の
把
握
、
あ
ら
ゆ

る
も
の
に
神
が
宿
り
一
切
万
有
は
神
で
あ
り
、
神
と
世
界
と
は
本
質
的
に
は
同

一
で
あ
る
と
す
る
宗
教
観
に
基
づ
く
独
自
の
作
風
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

ま
た
、こ
の
旅
が
大
正
十
五
年
だ
っ
た
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
佐
藤
房
儀
は
、

「
三
木
露
風
の
活
躍
は
、
大
正
五
、六
年
で
終
り
、
そ
れ
以
後
は
詩
壇
の
第
一
線

か
ら
退
い
た
と
見
ら
れ
て
い
る
。
…
…
し
か
し
、
彼
は
大
正
十
五
年
（
三
十
八

歳
）
ま
で
毎
年
何
ら
か
の
著
書
を
出
版
し
、
詩
人
と
し
て
活
躍
し
て
い
る
」
と

し
、
そ
の
後
、『
小
さ
き
花
を
讃
美
す
る
歌
』（
昭
和
三
年
）
や
自
伝
『
我
が
歩

め
る
道
』（
昭
和
三
年
）、『
日
本
カ
ト
リ
ッ
ク
教
史
』（
昭
和
四
年
）
を
刊
行
し

た
以
後
、
新
刊
の
著
書
が
な
く
な
る
こ
と
か
ら
「
彼
の
活
躍
は
大
正
十
五
年
ま

で
で
、
こ
の
年
を
も
っ
て
第
一
線
を
退
い
た
と
い
え
る
」
と
説
く11
注

。

し
か
し
、
露
風
は
『
山
崎
新
聞
』
に
、
大
正
十
五
年
の
東
北
巡
行
の
旅
に
お

け
る
作
品
の
ほ
か
、
昭
和
四
年
ま
で
の
作
品
を
載
せ
て
い
る
。
本
稿
は
見
い
出

さ
れ
て
い
な
い
作
品
の
諸
相
と
い
う
紹
介
的
な
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
の

作
品
の
象
徴
主
義
に
関
す
る
研
究
な
ど
は
、
露
風
文
学
の
評
価
に
と
っ
て
重
要

な
意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
。

引
用
文
献

注
1
　�

家
森
長
治
郎
「
三
木
露
風
未
発
表
の
長
詩
篇
『
天
父
と
閑
古
鳥
』
に
つ
い
て

―
翻
刻
、三
木
露
風
『
天
父
と
閑
古
鳥
』『
妻
に
』
―
」『
奈
良
教
育
大
学
国
文
：

研
究
と
教
育
』
十
六
号
、
平
成
五
年
三
月

注
2
　「
東
北
巡
講
記
（
一
）」『
小
羊
』
六
巻
七
号
、
昭
和
三
年
七
月

注
3
　「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
八
）」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
三
年
四
月
一
日

注
4
　�

中
島
「
盛
岡
に
お
け
る
三
木
羅
風
氏
の
講
演
」『
声
』
六
〇
五
号
、
大
正
十
五

年
六
月

注
5
　�

小
田
島
孤
舟
『
第
八
集
歌
集
　
旗
す
す
き
』
ぬ
は
り
社
、
昭
和
四
年
三
月

注
6
　『
声
』
第
六
一
〇
号
、
大
正
十
五
年
十
月

注
7
　
注
2
に
同
じ

注
8
　
注
3
に
同
じ

注
9
　�「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
卅
七
）」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
三
年
八
月
二
十
六
日

注
10
　「
東
北
巡
講
記
（
二
）」『
小
羊
』
六
巻
八
号
、
昭
和
三
年
八
月

注
11
　
注
10
に
同
じ

注
12
　�「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
二
）」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
二
十
六
日

注
13
　
注
2
に
同
じ

注
14
　
注
12
に
同
じ

注
15
　�

三
木
露
風
「
当
別
か
ら
」『
修
道
院
雑
筆
』
新
潮
社
、
大
正
十
四
年
八
月

注
16
　
三
木
露
風
「
啄
木
を
弔
ふ
」『
良
心
』
白
日
社
、
大
正
四
年
十
一
月

注
17
　
注
10
に
同
じ

注
18
　�

平
成
三
年
七
月
に
三
鷹
市
に
あ
っ
た
露
風
旧
居
の
解
体
に
よ
っ
て
出
現
し
た
、

八
メ
ー
ト
ル
に
余
る
和
紙
の
巻
物
に
墨
書
さ
れ
て
い
た
長
詩
。
発
見
者
は
、

霞
城
館
館
長
苗
村
樹
氏
。
詩
の
引
用
は
、
注
1
の
家
森
長
治
郎
の
論
。
翻
訳

に
よ
る
。

注
19
　「
東
北
巡
講
記
（
三
）」『
小
羊
』
六
巻
九
号
、
昭
和
三
年
九
月

注
20
　�「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
二
）」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
三
年
四
月
二
十
一
日

注
21
　
注
1
に
同
じ
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注
22
　�「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
四
）」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
三
年
五
月
六
日

注
23
　
注
22
に
同
じ

注
24
　�

大
町
桂
月
「
十
和
田
湖
」『
桂
月
全
集
第
二
巻
』
桂
月
全
集
刊
行
会
、
大
正

十
五
年
二
月

注
25
　�
三
浦
萬
之
助
「
三
木
羅
風
氏
の
三
本
木
町
に
於
け
る
講
演
」『
声
』
六
〇
七
号
、

大
正
十
五
年
八
月

注
26
　�「
蟲
惑
の
源
」『
詩
歌
』
大
正
二
年
五
月
、『
白
き
手
の
猟
人
』
東
雲
堂
、
大
正

二
年
九
月
所
収

注
27
　�

ア
ー
サ
ー
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
シ
モ
ン
ズ
（
一
八
六
五
年
～
一
九
四
五
年
）、
旅

を
愛
す
る
英
国
の
詩
人
・
文
芸
評
論
家
。
大
正
期
の
印
象
派
詩
人
に
多
大
な

影
響
を
与
え
た
。
岩
野
泡
鳴
訳
（
大
正
二
年
）『
表
象
派
の
文
学
運
動
』
な
ど
。

注
28
　�「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
五
）」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
三
年
五
月
十
一
日

注
29
　
安
部
宙
之
介
『
三
木
露
風
研
究
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
昭
和
五
十
八
年

注
30
　�

三
木
露
風
「
第
二
十
四
章
シ
モ
ン
ズ
の
詩
と
気
分
」『
象
徴
主
義
信
条
』
昭
和

三
年
（
未
刊
）『
三
木
露
風
全
集
第
二
巻
』
所
収

注
31
　�「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
八
）」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
三
年
六
月
一
日

注
32
　�「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
十
九
）」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
三
年
六
月
六
日

注
33
　
注
32
に
同
じ

注
34
　�「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿
三
）」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
三
年
七
月
一
日

注
35
　�「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
廿
七
）」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
三
年
七
月
二
十
一
日

注
36
　「
秋
田
山
形
新
潟
巡
講
記
（
二
）」『
小
羊
』
六
号
、
昭
和
三
年
十
二
月

注
37
　�「
北
日
本
の
旅
と
自
然
と
（
三
十
）」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
三
年
八
月
十
六
日

注
38
　
注
37
に
同
じ

注
39
　
注
37
に
同
じ

注
40
　�

堀
ま
ど
か
「
象
徴
主
義
移
入
期
の
芭
蕉
再
評
価
―
野
口
米
次
郎
の
も
た
ら
し

た
も
の
」『
総
研
大
文
化
科
学
研
究
』
第
二
号
、
平
成
十
八
年

注
41
　�『
森
鷗
外
・
夏
目
漱
石
・
三
木
露
風
未
発
表
書
簡
集
』
日
本
近
代
文
学
館
、
昭

和
四
十
七
年

注
42
　「
詩
歌
の
鑑
」『
露
風
詩
話
』（
第
一
書
房
版
）
大
正
十
五
年
十
一
月

注
43
　�「
詩
体
（
長
詩
及
短
詩
）」『
露
風
詩
話
』（
第
一
書
房
版
）
大
正
十
五
年
十
一
月

注
44
　「
北
日
本
の
旅
と
自
然
（
一
）」『
山
崎
新
聞
』
昭
和
三
年
二
月
十
六
日

注
45
　
注
2
に
同
じ

注
46
　「
あ
と
が
き
」『
三
木
露
風
詩
集
第
一
巻
』
第
一
書
房
、
大
正
十
五
年
十
月

注
47
　�

三
浦
仁
「『
露
風
詩
話
』
解
説
」『
露
風
詩
話
』
日
本
図
書
セ
ン
タ
ー
、
平
成

五
年

注
48
　�

佐
藤
房
儀
「
三
木
露
風
論
（
承
前
）」『
国
文
学
研
究
』
八
十
八
、
昭
和
五
十
八

年
六
月

　
　
　
付
記

　
本
稿
を
草
す
る
に
あ
た
り
、
貴
重
な
資
料
で
あ
る
『
山
崎
新
聞
』
の
閲
覧
に
ご

協
力
い
た
だ
い
た
『
山
崎
新
聞
』
発
行
元
の
山
下
家
、
高
田
智
之
氏
（
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
、
元
共
同
通
信
社
記
者
）、
兵
庫
県
宍
粟
市
教
育
委
員
会
社
会
文
化
財
課

に
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
引
用
文
の
旧
漢
字
は
新
字
に
改
め
た
。
ま
た
引
用

作
品
に
つ
い
て
は
、「
ル
ビ
」
を
除
い
た
。
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